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ゾ連材輸入の経緯と問題点
主
ロ 田好彰やーー･●~Pz一色一三一ユーーロー宅一凸の一二P一色い一二,ざ：

(29．9．29.受理）④

昨年来,ソ連材の輸入可能が唱えられ,輸入商社及び木

材業界ばその実現促進に努力を続けた結果，9月中旬に

至って本年度は見本輸入として小量の輸入契約が成立し

10月下旬には待望のソ連材を内地市場で承得ることにな

った。しかし』 ソ連当局との交渉経隷をかえり學れぼ今

後なお多くの問題が残されており，来年度に予定の80万

立方米の輸入が可能かどうか，今回の見本輸入を基とし

ての今後の折衝如何にかかっているといえるのであり，

これらの問題点につき検討することが必要と考える。

北洋材の需要面と業界の期待

昨年大倉商事及び進展実業の両商社が，船舶修理とバ

ーターして石炭を輸入し，ここに対ソ貿易の端緒が開か

れた。当時から石炭に次いで木材輸入の有望性が叫ば

れ，日ソ貿易促進会議がまず木材輸入を提唱して木材業

界に働きかけてきたのであった。しかし木材業界はこの

運動が政治的に利用されることを懸念して，少数の地方

を除いては極めて消極的な態度を持していたのである。

一般用材関係よりも綴極的に動いていたのはパルプ業

界であり，昨秋パルプ材･輸入協議会を設け，さきにスソ

してソ連当局と交渉を行って来た佐治商会と緊密な連絡

を図りつつあったが，真に林材界の注目をひくに至った

のは，昨年11月駐日ソ連通商代表部ドムニツキー氏が

ソ連はバー究一貿易により石炭木材，クローム，マン

ガン等を日本に相当量輸出する準備あることを発表した

以後であった。これを期として貿易商社とソ連代表部と

の間の交渉も活溌化すると同時に，木材界としての受入

態勢の準備も進渉し始めたのである。

ソ連材輸入に対し，業界は米材，南洋材と異った意味

において大きな期待をかけている。米材，南洋材の大部

分は内地材を以て振り向けられない特殊用途に当てられ

るに比し，ソ連材（北洋材）はかって樺太材として移入

され，パルプ用材の主原料であったばかりでなく，海港

都市にス荷したヱゾ，トド松は製函,建具及び建築材の

一部となり，これら需要都市製材業●重要資材となって

いたのである。更に注目せねばならぬことは，ソ連材は

現在わが国においてもっとも不足している小径木の代替

として最適のものであるという点であり，（このことは

従来の用途から当然予想されることであるが）沿獅I'l'材

輸入に約20ヶ年の空白時代があるとしても，その需要

面の再開拓は時閲的にも容易だという明るい見透しがあ
る、

このような期待を土台として，海港都市が主体となっ

て木材業界の受入準備が進められたことも当然の帰結と
いえよう。

輸入商社の折衝と受入態勢整備

ソ連とのバーター貿易に参加すべく通商代表部と交渉

しつつあった商社は十数にのぼると伝えられ，しかも商

社間に何等の連契も図られず,競合的に種2な条件を提
出して暗中摸索する状態であり，交渉は低迷するばかり

でなく，わが国及び業界渥とり不利な条件を招来する倶

れが多分にあったように考えられる。南洋材が輸入商社

の競争によって産地価楯を吊り上げた緒果，内地取引を

箸るしく困難ならしめた経験からしても，需要者側とし

て無関心ではあり得ないことであるし，この対策を識ず

るためにもまず国内体制を整えることが先決であったこ

の機運は醸成され』 2月上旬には全日本北洋材荷受協議

会力糖水，京浜を始めとする13海港都市の木材有志を

以て結成誉れ,政治的に利用されることを排除し,飽く
までコンマーシヤル・ペースに立っての輸入促進に協力

することとなった。

これに遅れること1ケ月』木材業界の全国中枢機関と

して再発足した全国木材組合連合会もソ連材輸入促進を

方針の一として採り上げ，上記の荷受協議会嫁協議の結

果全木連の北洋材部に統合され，全国木材業界の総意

に基いて関係官庁及び輪ｽ商社に対し働き掛けたのであ
る。

その間にあって，ソ連との交渉で有望とゑられる商社

も判明し，永和商事石黒専務は4月スソして交渉を始め

る等，商社側の運動も具体化してきた。一方通産省,林

野庁の関係官庁は輸入商社に対し，連絡協調して無用の

競争を行わぬことを要望したのであり，更にﾀ鰯省当局

もソ連との賀易契約に当って使節団の入国を許可する内

示を与えた。すなわちソ連材輸入についての国内体勢は
一段と強化されたのである。

一 、

全

筆者・日本木材協会専務理事
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吉田：ソ連材輸入の経緯と問題点

次ぎに(9)の問題臓特に需要者側としてもつとも深い関
心を示し，ソ連代表との交渉に当っても強く主張したこ

とであり，ソ連寸検法と内地寸検との差異による換算石

数の問題の外，樹種別，長級,径級別混入比率等取引の

基礎をなすものであり，これが解決せぬ限りF･O．B価

絡算定も不可能となる重要懸案であった。

側は輸入後の配分及び引受条件等であり,輸入商社側

も全木連及びパルプ材関係と協議して揚地を決定する外

これら需要者団体以外への配分を行わない方針をとり，
叉個埼の取引条件も略同一方針を以てすることを承認し

国内の統一した体制は整えられていた。

以上ソ連材輸入につき問題となった点の概礁をのべた

のであるが，更に今回の輸入実現と関連して基礎的な細

目に触れて検討してゑたい。

ソ連材の樹種別・径級別輸入価格

ソ連との輸入契約条項によれば，沿海州港のF．O･B

価格，立方米当ドル建契約となっている。このF．O･B

価絡の決定が輸入の最大限目であったが，これは現在に

おいても最終的な妥結点に達していない問題である。そ

の最大原因は価絡決定についてのソ連とわが国との考え

方に根本的な違いがあるということである。すなわちソ

連側は欧州におけるソ連材の取引価緒及び米材のc・1･

F価格等を基準として，沿海州材も国際価機水準による

べきだと主張しているに対し，わが国においては沿轍鋤III

材は内地材ど同様の需要目的に使用される以上，現在の

デフレ経濱下における内地材の類似品目価絡とバランス

のとれた価格であるべきだとして，その間に大きな隔り

があるのである。

需要部門がこの点を弦く主張するのは当然であり，パ

ルプ材関係はC･1･F石当り1,200円，一設用材関係が

平均1,400円を主張し，石黒氏及び松浦氏がソ連におけ

る交渉でF．O･B立方米当り5弗の線を押し進めた根拠

もここに当った。しかし，この交渉も在ソ中は問題とさ

れず，使節団入国後の数次の交渉もまた難航を極めたの

である。その間，バルブ材関係は当初からの価格を希望

したためその受久は困難視され，輸入商社は全木連に対

し，交渉を進行せしめるため今一段の買増しを要望する

に至った。その結果,全木連は現在の木材市況の動きに

即応し，叉輸入実現のため多少の損失を見込んで当初か

ら承れば400円を増し，次の価絡を輸入商社に提示し，

これに基いて輸入商社は最終的交渉に入ったのである。

ヱゾ．トドマツ京浜港埜準C･1．F価格

（石当り内地寸検による）

8～12センチ 1,700円

］4～18センチ 1,750円

5月末には大倉商事進展実業,東邦物産,相互貿易

及び永和商事の5商社に対しソ連側としてバーター貿易

契約可能の内示があり，全木連，パルプ材輸入協議会及

び輸入商社団を以て連絡会が持たれ，ソ連代表部との交

渉経過に対処するため，具体的事項の検討が行われるに

至った。この輪ス商社と需要者会団協調して障害打破に

当ったということば，ソ連材輸入を実現せしめた推進力

となったと同時に，業界としては輸入に関する問題点を

事前に検討し得たという点に大きな利点があったといえ

よう。

貿易成立についての難点

スソした商社代表からの報告により，6月初旬にはソ

連の内示した契約条項の大要も判明した外，本年度及び

来年度の契約数量を賂を推定することも出来た。全木連

松浦会長も7月にば弧ソして使節団誘致に努力すること

に決定し，内地にあっては関係業界は輸入契約上の問題

点解決に努力を傾注し得たのであるが，その問題点を要

約すれば次の如くである。
、

（1）貿易使節団招致の外交的な取扱

②翰入条件と価格の決定

。(8)寸検，受渡方法の検討

（4）内地における配分方法

右のうち，(1)の問題は木材についての正式契約を結ぶた

めに正式代表を招致することが先決であり，まずこの点

に努力が払われたが，6月下旬には既にソ連通商代表部

から木材輸出入公団副理事長モクレツォブ氏が派遣され

るであろうと発表された。更に前年石炭とのパーター貿

易が行われた際来朝したソ連使節は上陸を修理造船所所

在地の承に限定され,交渉はそのため難航し準事例に鑑
象，内地視察を自由に行わしめ木材事惜をよく認識せし

めることが交渉成立の早道である。この目的による運動

も，現在日ソ外交面からは難点があったが，関係筋の了

解を得ることが出来た。しかも全木連松浦会長も入ソ後

この交渉に全力を注ぐことになっているので，まず事前

に解決された問題であった。

次ぎに②は輸入条項に関する問題で，これは木材貿易

成否の根本をなすものである。永和商事石黒氏の在ソ1

ケ月余に亘る交渉によっても，ソ連の提示した条賓は全

く一方的なものであり,XF･O･B価絡も当初内地にお

いて予想したものとは大きな懸隔がある。且つ積出港及

び職荷条件も輸入には極めて不利であって，この折緬は

最大の難関と予想されていた。しかもF･O･B価格の決

定は次の(8)の問題と関連して，内地で検討された問題中

最重点を置かれたのみならず，今回のいわゆる見本輪ス

を行う根本原因となったものである。

一

少
、
ｗ
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吉田：ソ連材輸入の経緯と問題点

20～24センチ 1,850円

26センチ以上 1,950円

落葉松朧18尺以上10％増

紅松は8寸以上10％，尺上20％増

全木連が内地寸検石当りC・1･F価格を主張した根拠
は，次ぎにのべる寸検法の差に基く1立方米換算率が価

格に大きな影響を及ぼすからであり，輸入商社もこれを

考職に入れ交渉の繕果，ソ連側も譲歩を示して今回の見

本輸入の契約が成立した訳である。

結論的に今回契約された価絡との関連を示せば次の通
りである。

で表わされるのであるが，針葉構は長憾0．25米建であ

りそれ以下は切捨てられる。従って長についてば内地寸

検と比較しても大なる使用上の不利は考えられず，むし

ろパルプ材，製函用等使用に長の制約を受けない部門ほ

有利だとさえいえるのである。

問題は径の表示であって，ソ謹嘩樹の径紘偶数極を

以て行われ，長短両径の平均法によっている。しかもこ

の両径をはかる場合，四捨五入して単位を糎に止め，両

者を更に平均して奇数糎以上を切上げ偶数極を以て表示
するのである。これを例示するならば短歴16．2糎，長
径17．5糎の場合は，短径唯16糎，長径は18糎，こ

れを平均すれば17糎であるが，表示は切上げられて18

糎となる。しかも長短筐は直角に測ることなく，いかな
る方向にも測るのであって，換言すれば最狭部の12．5

種～14.4種のものがﾕ4漣に含まれることとなり，内地
寸検の最狭部一方指5分留切捨ての方法とは大きな差が

生じることは明白である。叉内地寸検の如く最小径と最

大径の差が20％以上ある場合平均する場合と，あらゆ

る場合に平均する方法との差も見逃し難いものであるが

これは想定不能な露々なケースが出るので省略じ，筆者

は単に最小径のみを比較して，ソ連材積1立方米が日本
〕反引材績の何石に相当するかを試算して蟻た。

それにはソ連のいう径級中8～40糎，長3～9米の

ものにつき951のケースにつき，ソ連材穣1立方米が何

石に当るかを計算したのであり，（この951の場合でソ

連の契約条項によるすべての径級及び長径の組合せが網

羅される）莫大な数字の羅列になるので省略するが．こ

れをソ連の示す価織りの径級毎に整理すれば次の通りに
な潟。

ヱゾ・トド樫ラザレフ港塾錐F･O．B価格

ソ逼訓I当初

瀬薑 丁径級別の云値
（1立方米当）（

蕊。
8

14

18

26

落葉松ヱゾ，トド松ヱゾ，トド松’8尺以上10%高
の25％高 の20％高

8寸以上10%高
同 同 ．紅松
の75％高 の50%高 尺以上20%高

‐

ー

以上の表によって，内地価絡については小窪木と大径

木の間に250円の差しかないのにかかわらず，F．O･B

価格が2倍以上となっている点に疑問が発せられると思

うが，この点については鍔菱の換寡率と関連して更に説

明することにしたい。

叉径級別混入率ば当初小径木が樋めて多いのでないか

と懸念されためであるが，その後の交渉においてヱゾ，

トドマツは平均径8寸位のことが判明し，叉3等材混入

率もなるべく20％以内に止めるとの言質を得ており，

これらの点が需要者の全木連側をして採算点ぎりぎりの

価格を提示せしめた理由の一となっている。

寸検法と立方米の換算率

在ソ中の石黒氏からの報告によって，ソ連の寸検方法

が明白となると同時に，需要者団体たる全木連はソ連寸

検法に基く立方米が，内地取引材積の何石に相当するか

に重大な関心を寄せ検討を始めた。契約条項にソ連イン

ボイスが取引数量決定の最終的なものと明示されており

これは当然のことであった。

ここにソ連寸稜法の大要をのべれば，ソ連は針葉樹，

広葉樹にそれぞれ異った寸検法をとっており，材積は算

定方式は示されずにソ連で定めた材秋表によっている。

検尺長及び径憾メートル法により，従って材積も立方米

■

径級別

8～12

14～18

20～24

26cm以上

計

比較件数

151

175

175

450

951

立方米当石数鬮

363．83

521 ．80

572．45

1，553．82

3,011．40

同上平均数

2，406

2'982

3,271

8，453

3，167

一

Ｊ
１

以上の試算から線論的には次のことが推定し得る。

1． 1立方米を3．6石と換算することは危険で，少く

ともユ割以上を割引かねばならぬ。

2． 石当り握算率は小鐙木潅沙さく，大径木は3．6石
に近付く。

3．長は長い程換算率が低くなる．

需要者団体としては従って長，径級別の混入比率を重大

視し，又これがあらゆる価緒算定の基礎となることを輸

入商辻側にも警告したのであった。

勿論この外に達築用材として考える場合，乱尺物に対

－－－－3．．－－



吉田：ソ連材輸入の経緯と問題点

する形量上の不利を考慮に入れ，輸入商社ほこれを蕊礎

として交渉を進めたのであり，永和商事が見本輸入契約

に当ってば次の如き計算を行っていたことが想像される

以上の計算価絡と契約価絡との間にはなお相当の隔り

があり，材積換算に多少の安全率を承こんであるが，こ

の外に契約による船内荷役賃及びポート・チャージを麦

，
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て苦慮したのであるが，見本輸入の建前からいって，従

来の北洋材輸入の実績及び将来の需給関係を考慮して，

清水，京浜及び名古屋（1部を神戸に回航する）揚げと

することに決定した。輸入商社としては運賃の関係上1

隻を小榑港に配船したい希望を有していたのであるが，

結局全木連の要望に応ずることとなり，配船の準備を進

めたのである。

しかるに，通産省及び大蔵省の輸入手続が意外に遅延

したため，第1鉛の出航が予定より2週間延び，既にマ

ゴ，ニコライエブスクの2港は時化と結氷懸念のためソ

連側の申出により回航不能となり，ラザレブ港も港湾設

備の関係上，2隻の同時廻航は不可能である。全木連と

しても3隻の配船に対し各地で受入体制及び貸金の準備

を進めていたのであるが，急拠これを変更し，清水に配

船せしめたのである。

て大きな苦痛であった。しかも10万ドルの外貨枠によ

って輸入し得る数量は3隻分に限られており，全木連と

しても各地から強い要望が持ち出され，その配分につい

弧わればならず，叉輸入商社のマージンも含まれていな

↓《。従って明白に輸入商社としては損失を覚悟しての契

約を実行していると附言し得るのである。

これに対し需要者側としての利潤があり得るか，これ

も疑問である。したがってこの見本輸入の価絡協定が今

後の契約の基礎となるものとすれば重大な問題であって

ソ連側がこの見本輸入によって内地需要価絡と均衡のと

れた価絡を決定することを期待したいのであり，又この

面に輸入商社及び木材業界は努力を傾注せねばならぬと

考える。あらゆるデーターをありのまま発表することに

より，始めて来年度からの本絡的な輸入が可能となるの

ではなかろうか。

今

ﾐゾ

、

弓

×
見本輸入の契約成立と内地配船

以上述べたような疑点を残しつつ，永和商事が見本輸

入を断行したのは需要者側の強い要望の裏付けがあった

からである。見本輸入を行うべきだとの案はまず全木連

側から提唱され,林野庁も賛意を表したもので，需要者

としてのこの要望がソ連代表に率直にのべられたことが

直接の原因となっている。

林野庁の推進を得て輸入商社及び業界の運動は遂に通

産省を動かし， 9月14日永和商事とソ連との間に本年

度7,500立方米の見本輸入の契約が成立した。これに対

し10万ドルの外貨枠が認められ，ストレート輸入が実

現した訳である。（通産省ではこれを輪ス先行であり，

将来のバーター貿易総計額中に繰入れるとの建前をとっ

ているが）

これと同時に永和事商グループ（安宅産業,三井木材

工業，飯野海運の3社が永和商事と共同計算による輸入

に参加している）と全木連との間に細目.的な打合せが行

われた。当時船舶運賃の取り極めは最終段階に達してい

なかったが，産地2港積京浜港湯運賃は石当り'750円を

船舶協議会は主張しており，この損失過重は商社州とし

××

以上ソ連材の見本輸入が実現した経緯及び輸入上の闘

題点につき概説した。今回の輸入は飽く迄見本輸入であ，

り，あらゆる疑点を解決すべき費料とし．その輸入である‘

ことは明白であり，今後の木材需給と価絡の推移が来年

度輸入実現の可能性を左右する重要な鍵となるものであ

る。この意味から，この見本翰ｽ材に対し関係業界があ．

らゆる角度から検討を尽し，わが国の林業全般の関連か

らもソ連材輸入の在り方につき確然とした方針が樹立さ

れることを期待したい。

な鐙，この見本輸入材を験尺した結果は，ユ1月ユ1日

の清水市におけるソ連材報告会で次のと鯖り発表された

ので，ここに附記しておく。

第二東洋丸積ソ連材検尺結果

総本数 9,869本

ソ連インボイス 2,454.505m3
内地検尺石数 8,158.51石

立方米換弊数 3.324石

1P

一

ミノ
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いるところはなかったが，成長期の伐採は厳に避けなけ

ればならない。製炭専業で年中炭焼きをする場合にも6

月～9月の伐採は避ける必要があろう。

2. 伐採用具について

用具の如何は伐採能率及び萠芽の良否に関係する。萠

芽成績は斧を用いた方が良いが，伐採功程の点で鋸iこ劣

ると請われている。喜多郡では近年，鋸と斧を併用する

傾向が著しくなっている。斧を用いるときは，伐り口を

平滑漣，かつ断面の停滞水を防止するように傾斜なつけ

て伐ることが容易であり，しかも可及的低目に伐採しう

るので,･株の腐朽化を防ぎ，萠芽殊に根頚萠芽の発生に

有利である。伐り口のカルスの発達も錨こ優ると調う。

一方,鋸によるときは伐採功程は上るが,伐り口が粗慥と

なり，株の腐朽が早く，かつ低目に伐るのが容易でなく

萠芽臆劣弱な切株萠芽が多く発生すると請う。要するに

伐採用具としては一応，斧が良いと思われるが，伐採龍

率の点など果してどの程産のちがいが認められるのか，

調査の必要がある。

3．伐採点の高さについて

普通に実行されている範囲内に於ては，伐採点が高い

ほど萠芽数は多い。しかし風に対して弱い切株萠芽が多

いと請う。萠芽のうち，根頚萠芽が最も望ましいもので

あるとすれば，この根頚萠芽の発生成長を促進するよう

に，伐採点を決定する必要があるqすなわち，根頚萠芽

となる眠芽は根頚部に潜在するものであるから，伐採に

あたっては，根頚部を残して可及的低く伐ることが要訣

であると考えられる。喜多郡では一般に「出来るだけ低

く，地面に接して伐る」と請われているが，これではや

や不充分かつ不明確の感がある。この点，立川村，柳沢

村で説かれているように「カナワの上方5分くらいのと

ころで伐採する」というのが理に合うように思う。唯こ

の場合，カナワ（根頚）の位置の確定に些か論議の余地

があるようだ。その他，「地ぎわの土をとり除いて地表

よりも低く伐るべきである」とする村もいくつかあり，

「旧・伐採点を露出するくらいに伐っても差支えない」と

請う村があるかと思うと「前の伐採点を露出するように

伐っては株の勢力が急激に減退する」と信じている村も

あり，鍵採点に関しては，新植林の場合と萠芽林の場合

とに区別して実験的研究をやる必要があると考える。

4．台切り実施について

炭材収穫を目的とせず，萠芽立条を第一義とする。植

付後第1回の伐採を台切りとよび，炭材収穫を目的とす

る第1回の伐採を初伐り（ウイギリ）と謂うのであるが

ウヌギ溌材穂の

收穫技術に関す蟇

若干の考察

山畑一義産3

(29 10 11受理）

、

まえがき

愛媛泉の喜多郡を中心とする肱川流域は，古くからク

ヌギ切炭生産の盛んな地方で，その木炭生産量は全県の

約35％を占めており，それだけにクヌギ林も多く（喜

多郡クヌギ林は約9,600町歩，肱川流域H基本区のそれ

の約75％)，製炭業は地域山村農家の経済生活にとっ

て全くかけがえのないものとなっている。著者は1953

年度から，愛媛県林業指導所の委託による，炭材林の経

営に関する研究を分担し，まず施業技術の実体調査を終

えた。ここには収穫技術の実体に基いて若干の考察を述

べ,江湖の御示教を仰ぎたいと思う。

1 ．伐採の適期について

萠芽ば根株の貯蔵養分を消凝して発生，成長するもの

であるから，貯蔵養分がマキシマムに達して後に伐採す

るのが最もよいと考えられる。すなわち，その時期嫁冬

である。喜多郡で謂う「秋の彼岸から春の彼岸まで」と

する適期論ば，判り易い表現で椎あるが，秋の彼岸のあ

と，少くとも1カ月くらいは，まだ樹体が活動しており

同化物質が蓄積されつつあるものと考えられ，伐採には

早すぎはしないかと思う。それよりも同じ喜多郡でも一

部で信じられているように「11月から3月まで｣.とす

る認識の方が妥当であろう。また「秋伐り」よりも「春

伐り」が優るという論にほ一理がある。春早く伐採する

ときは，貯蔵養分が両瀧な限り貯えられ，眠芽がやがて

伸長成長を開始せんとするときにあたる。したがって萠

芽力は「春伐り」の方がすぐれているであろうというこ

とが予想されるのである。「伐採の適期は12月から2

月，特に2月の寒伐りが最良である」とする少数の見解

があったが，理論的にも充分首肯しうる説である。要す

るに伐採適期ほ完全な成長休止期,特に寒中の伐採が，

春の萠誤炭材材質の点よりするも最良であると言うべ

きであろう。調査した限りに於ては「夏伐り」をやって

《
一

△

凸

‐も

筆者・掻山農科大学助教授 本報の1部は日本林学会関西麦部大会に於て講演した。

．‐－－5－－－－－



山畑．： クヌギ炭材林の収穫技術に関する若干の考察

ど萠芽力が減退し萠芽の成長はわるく，しかも株の寿命

は短かいということが認識されていた。

要す為に萠芽更新成績の如何ということだけから考え

ると，喜多郡地方の伐期令は10年前後が限界であり，

従って1等地に於ては7年という短伐期が採用されるこ

とも当然ありうると思われるのである。

2）炭材の形質と伐期令

木炭生産殊に高級切炭の生産は，原木に対して或る一

定の直径を要求する。したがって炭材として最適の大き

さに達する樹令が，最低の伐期令であるという理クツが

成立するわけである。箱詰切炭の場合，中4を生産しよ

うとすれぽ焼上り木炭の直屋が2寸，中5を生産しよう

とすれば直径が1.6寸になるような炭材が要求されるの

である。炭材収縮率は原木の形質のほか，窯の種類，製

炭技術の如何など多くの要因が関係すること言うまでも

ないが，喜多郡で一殻に信じられているように，30％と

すれぼ，原木の直径は2.8～2.9寸，またば2.2～2.3寸

であることが必要となる。すなわち，この程度の直径を

有する炭材を最多に採材出来る樹令が，利用的立場から

承て，合理的な伐期令ということになるであろう。喜多

郡では3寸以上の炭材は割って製炭することになり，い

きおい炭質は低下し品等が下落するので好ましくないこ

ととされている。しかし，クヌギの炭化IX縮率が30%

と謡うことにほ些か疑問がある。筆者らが収縮率に関す

る簡単な実験を試票た結果では次表の如‘くであった。供

試原木は柳沢村の産,元切を1953年1月25日，枝払

いを3月10日，玉切りを3月30日に実施し，山本徳

松さんが俊林1号という炭窯により79時間を要して製

炭したものである。

第1表炭材の大きさ

この二つをはっきり区別して行っているところは極めて

稀である。しからぱ炭材林の経営上から鍬て台伐りを実

施することの可否はどうであろうか？肱川村，東宇和郡

溌筋村では台伐りをやっているが，多くば横行的に行っ

ているだけであって，特に有利であるという声もなかっ

た。しかし台伐り実施の技術的可否及び経済的効果の如

何については研究して承る価値があると思う。台伐り施

行の場合は，植付後4～5年，DBHが1～1.5寸に達

した時期に台伐りし，相当量の薪材収穫をあげ，株は萠

芽によって1～2本立てを以て8～ﾕ0年間の成長をな

し，第1回の炭材収穫（初伐り）をもたらすのである。

これに対し『て，台伐りをしない場合は，植付後10年間

1本立ての藍ま成長の後，はじめて炭材を収穫するので

ある。つまり前者では初伐りまでに通算12～15年を要

するが2回の薪炭材収謹があり，後者では1回の炭材収

穫だけであるが年数は10年で足りるわけである。

5．伐期令について

炭材林の“靭令は収穫量,炭便,更新,株の寿命など

に対して，甚大かつ鋭敏に作用するので施業上の最も重

要な問題とされている。喜多郡に於ては，株の勢力を維

持し萠芽更新を良好ならしむること及び切炭生産に最適

なる大きさの炭材を収穫すること，この二つの要求を満

足するよう，土地の良否に応じて伐斯令を決定してい

る。しかして現実に採用されている蝿關令は，’等堆7

～8年，2等地8～10年，3等地10～n年である。

1）萠芽更新と伐期令

クヌギば陽樹で，一般に南面傾斜地に於て成長が良い

が，萠芽樹は実生樹に比較して陽光に対すあ要求が強い

のである。クヌギ炭材林の皆伐作業が広く行われる理由

の一つと言えよう。童た一説によれば"或る樹種の萠芽
能力を萠芽数の多少ということの象に基づいて規定する

ならば，その樹種の分布区域に於て南限に至るに従って

萠舗息力が増大する傾向があり，萠芽力の庇盛なる年令

は分布の南限に近づくにつれて若くなる，と言う。つ菫

り樹種分布の南限に近くなるほど萠芽数は多くなり，萠

芽数最多④樹令が若くなるという訳である。果して然り

とすれば，肱川流域クヌギ林の伐期が低いこと，少くと

も東北，関東地方のクヌギ林の伐期よりも低くなってい

る剖渓の，一つの理由となりうるかも知れない。萠芽に

よって更新する樹種にあっては，伐期令の長短は，株の

腐朽にも関係するものであって，高伐期の場合は低伐期

に較べて株が腐朽し易く，従って萠芽成長も阻害されが

ちになるということが認められているが，この点からす

るも出来るだけ伐期の低い方が萠芽更新及び保続にとっ

て好都合である。実体調査の結果でも伐期が高くなるほ
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山畑： クヌギ炭材林の収穫獅怖に関する若干の考察

これによれば皮付画至収縮率は20％から25％くら

いにすぎないようである。勿論，この資料から直ちに断

定することは出来ないが，喜多郡で謂われているほど大

きいものでは麓かろうと思う。そこで今,皮付直径収縮
率別に箱詰切炭用炭材の直径を示せば次のようになる。

中4，すなわち箱の中に4本並べの場合（直径2寸）と

する。

直径収縮率 炭材の所要直径

20％ 2．50寸

22 2．56

24 2．63

25 2．67

26 2．70

28 2．78

30 2.86

直径収縮率が平均して25％前後とすれば，切炭用原

木の直径は2.6～2.7寸あればよいわけであるから，こ

の程度の炭材が多量に得られる樹令を以て伐期令とする

考えも成立す為。中5の生産には更に小径級の原木でよ

いから，中4と中5の生産に重点をおき，収縮率を小な

らしむるよう工夫するならば，伐期令は澆行よりも1年

くらいは短縮も可能となろう。要するに喜多郡クヌギ林

の伐斯令は，施業目的が高級切炭の生産を指向するかぎ

りに於ては，利用的見地からしても決して低すぎるもの

とは言えないようである。

3）材積收穫と伐期令

伐期令の如何による材穂倶謹の変動は大きい。わずか

3～4年の差によって材積が倍増する事実は，郡内でも

一般に認められているところである。しかるに現実は，

伐期令の延長による材積収穫の増大を重視していない。

つ黄り切炭生産という施業目的の故であって，鐸鬮令を

延長して過大の炭材を得ても，木炭の品等が落ち，経済

的に不利であるという理由に基づいている。しかし果し

てそうであろうか？必ずしも疑問なしとしない。伐期令

8年で100の材蹟を収穫し，高級切炭を主として生産す

るのと，伐期令を12年とし200の材積を収穫して並炭

を主とした生産を行う場合と，換言すれば質に重きをお

くのと，量産をねらうのと，いずれが有利であろうか。

この両者の経濟効果の比較測定が肝要であるが，いまだ

実証的資料がないのである。したがって軽会にその優劣

を断ずることは出来ないが，木炭需給のスウ勢，特に高

級木炭に対する需要の将来,各品等別木炭の価絡差など

を考慮すれば，或いば伐期を延長して材稜最多を期する

方が経済的にも有利であり，クヌギ炭材満の道路である

かも知れない。果して伐斯の延長が経営経済的に可能で

あるとすれば，地力菱謹の点からも誠に望ましいことで

ある。短伐期の皆伐萠芽林作業朧地力を損ずること大で

ある。萠芽林ほ鉱物質養分の吸収量が比較的多いのであ

って，短伐期の繰返しは土地の理学的性質を頭上せしむ

るばかりでなく，有機質の含量も急激に減少せしむるも

のである。しかも近年，タバコの耕作が盛んとなりクヌ

ギ落葉が採集される｡土地はいよいよ劣翻上するばかり

であろう。

現状で進むべきか，或いは材積最多を期すべきかは喜

多郡地方クヌギ林にとっては最も根本的な問題である。

伐期令の延長は必然的に炭材林育成の全技術の変更をす

ら要求するからである。

4）適正伐難令級の批判

森林法の運用にあたって国家は農林省令により適正伐

期令級なるものを定め，以て立木の鯛采を規制してい

る。肱川流域クヌギの適伐令級は虹令級と決定されてい

るから，樹令11年に達してから伐採するのは届出だけ

でよいが，11年未満で伐採するときは知事の許可を必

要とすることになる。肱川流域クヌギ炭材林の伐期令憾

8～10年が一般であって，法定令級よりも1令級だけ低

い現状にある。従って法的には知事の伐採許可を得て伐

採しなければならないが，森林区毎の伐採許容限度内に

於て正しく実行されているものかどうか甚だ疑問であ

る。近時，針葉樹用材林に於てさえ，伐採制限法規が空

文化しつつあるということを耳にするのであるが，まし

てや短伐期萠芽林に於て法的規制が確実に行われていよ

うとは，到底考えられないのである。伐採制限法規が現

実的に空文化する傾向があることは，法規それ自体の妥

当性について反省することを要求するものと言えよう。

民有林経営の実体と社会経済の現実的嫌相から遊離した

伐採制限法規であるならば，空文化も自然の勢いと言わ

ねばならぬ。そもそも適正伐期令級なるものは，理論的
根拠の不明確な，行政上の‘便宜的手段にすぎない。強い

て論拠を求めるならば，樹種別，地域別の平均成長量最

大の樹令を基準としていることであろう。すなわち材識

最多の伐期令を基獺念としているものの如くである。

しかるに材積最多の伐期令は必ずしも経済的に最も有利

なる伐期令を意味しない。殊にクヌギ炭材林経営におけ

る工芸的伐期令とは完全に異質的なるものである。ここ

に適伐令級を標準とする伐採制限規定が，ともすれば空

文化する原因の一つがあると思う。切炭生産を指向する

クヌギ施業に於て，現実的要求から生まれた伐期令が，

材積最多を斯する適正伐期令級と衝突することは〃まこ

とに当然と言わねばなら,ぬ。現行適伐令級が地域の特殊
寺

性にかんが承て不合理であるとすれば，森林基本計画変

更の時期をねらって速かに改変せらるべきである。

（12頁につづく）
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林業における成長率特に総成長率の

意義と林業利廻りとの関係について

小松 順
一
一
一

〃

(29．9．17受理）

であるが，一林分の成長率の経過は郵寺は高く，年と共

に漸減するものである。従ってこの連年成長率曲線は林

業上複利計算には利用され得ないものである･只連年成

長率によってn年の材績からn+1年の材績を算定する

ためには最もよく適合するものである。
l

b. 定期平均成長率

この成長率は一定期間すなわち5～10年における成長

型を期間年数で除し，更にその初期材積と最後の材積の

和にて除し，これを200倍した％によって表わされる。

普通にはプレスラー式が採用されている。通常多くの場

合固定標準地の調査や標準木の樹幹折解によって測定さ

れている。又B種収穫試験等によって測定される。しか

して前記の連年成長率は測定し難いので通常連年成長率

の代りにこの濁馴平均成長率を利用している。

この成長率は任意の一定期間における平均成長率とし

ての意味を有するが，一定期間の初期材穣とこの成長率
い

が判って初めてその材積を算出し得るものである。しか

して同一樹種で同一年代において地位上級のものと下級

のものを比較する場合後者の定鰯平均成長率の方が高い

％数値を示すこともありうる。

従って連年成長率と同様に一定期間の初期材積とこの

成長率を知って一定期間の後期の材積を蝉出するのにば

よく適合するものであるが，この成長率のみを知ってそ

の年代の抹分材積を測定することは出来ず，叉林業経営

計算にほ利用し得ないものである。

現在我が国における林分材積表にはこの定期平均成長

率を記載することになっている。

しかして林業においては50年乃至60年の時代にお

けるこの霊評均成長率ば2％乃至3％となっているの

で，一股にはこの定期平均成長率のみを眺めて林業ば低

い利廻りにしかならないと誤解している向きが多いのほ

甚だ遺憾であるといわざるを得ない。

今との誤解を究明するために資本金1万円，6．5％の

複利として55年後の銀行預金の元利合計を求むれば

1×1.0p55=31.9万円，同様に60年における元利合計

を求むれば1×1.0p"=43.7万円となる。

この場合林業的に55年と60年における定期平均成

長率を求むればプレスラー式より

1．まえがき

澗崇における成長率の毒菱については雛念的に明らか

にされているが，経済的技術的な感覚からゑると甚だ漠

としている様にも考えられる。即ち成長率は何に使われ

どういう儲生をもっている力等については一般によく理

解されていないようである。

多くの方鐸人は極めて榎念約にしか判っていないよう

に考えられる。

林業における成長率についてその種類と概念を説明し

就中総成長率の意謹とその適用性について詳述し，又こ

れらが林業上に如何に使い分けられるべきであるかにつ

いて述べ，諸賢の御批判御検討をうければ幸甚である。

2． 成長率の種類

林業上の成長率の種類については林価算法その他に極

めて概括的に記載されているに過ぎないので筆者は敢え

て駄文をつらねてゑた次第である。

今この種類について述べれば連年成長率，定期平均成

長率，定期成長率，総平均成長率，伐期平均成長率及び

総成長率がある。

以下これらの概括的な意義について述べて承よう。

a・連年成長率、
連年成長率は1林分のn年とn+1年間の成長量をn

年とn+エ年の材穣の和で除した値を.200倍した％によ

って表わされ，経営案においては1経営区のこの連年成

長量の総和によって‘伐採量算定の基礎にしていることは

周知の通りである。連年成長率はこの連年成長量を別な

形で表現したものであるとも解せられる。

しかしてこの連年成長率は一林分の各令階における毎

年の成長量を％によって表わされたものであり，換言す

れば1年間の林分材赦の増加部分をn年の材穣資本に対

する率によって示されたものであるが，林業は複利であ

るといわれているが，この連年成長率においてはいわゆ

る原始資本すなわち植栽木の材積を基礎とせず任意時点

の蓄積資本を基礎として算出燕ものである。
すなわち林業においても複利計算をすべきことは当然

《
》

nL

一

ｰ

錐者・林業講習所

－－－8－-一一



小松：称業における成長率時に総成長率の意義と林業利廻りとの関係について

の特性も総平均成長率と全く同穰であり，従ってこの成

長率も林業的に存在価値は有しないものである。

3．総成長率

総成長率ほ一殻腫は総平均成長率と混同して考えられ

ているようであるが，次の様に解釈すべきである。す厳

わち榊噸法に議いてはP=何二雲二丁)×10．
mを植栽時における材識とし,Mをｵ織後n年における

材積とすれば制扮詞積成長過程が函ﾐI霊に成長しない

ものであるが，このmがn年間複利算式によって成長し

たものと仮定しn年後にMになったものとして成長率を

青“せんとするものである｡今,山出苗の平均I翫龍を

1cmとし,高さ35cm(10.5寸）とし,ｵ藤本数を5,000

本とする。この植栽苗木が円錐体をなすものとして材積

を算出すれば”(坐;塾)，×'“ ÷10＝0.000ユ
3

0.0001×5000=0.05石

すなわちm=0.05石として秋田林分材稜収穫表より

主間伐累計額を求めて地位別にライプニツツ式の

n/幕を計算して植織材積005石を基礎として各
林令まで総成長率を計蝉すれば次表の通，となる。

すなわちライプニッツ式より常に纒幾材稜を蕊礎とし

て総成長率を計雰すれば刻粒上級のものは下級のものよ

り成長率は常に稽大であり，15年生において75％薗薩

の値を示している。1－ﾉかして60年生においても20％

近くの戊長率を示している。今この1等地の55年と60

年の繊演よりプレスラー式によって定期平均成長率を計

猟すれば5錨鵺:,，)×200=弓謡3)箕200=総
x200=2%となる。叉同様に20年から30年の定期

平均成長率を求むれば7．4％となる。（1等地）10年で

は74となるが，第1表で朧716石が2倍以上になって

いるので，30年の材猿を鑑する成長率としては低き

に失する。すなわち材錐においてば定期平均成長率は年

と共に漸減するものであり，初期I織木の材積より露削

算の原則によって算出した材積総成長率とは本質的に異

なるものである。しかしてこの60年における定期平均

成長率2％なる事実より剃集利率ば非常に低いものであ

ると解することは理論的に成立しないものである。

叉第1表より直ちにﾙ“§ﾘ率憾20％から75％に廻

るものあるとすることも正当ではない。何となれば擴競

{"7 sL9÷"7+3'9)}×200=6.1%とな5

る。しかし実際には黄本金1万円に対して6．5％の複利

で廻転している。すなわち銀f壷金を考慮した場合にお

いても材業約に求めた55年と60年の定期平均成墨率

は6.1％となり』実際の利廻りより04％低くなって現

われるものである。

これを換言すれば上記盗本1万円の複利が実際には

6.5％であるものが淵蒙的に算出すれば6.ユ％となり，

この定期平均成長率はこの実際の預金利子より低くなり

一致しない。

すなわち預金利子は完全に全期間を通じて林業と異な

り完全に法正な複利法則が成立するにも拘らずブレスヲ

ー式によって求めるとこの嫌に低くなることは注目すべ

きである。前述した如く剃分のこの定期平均成長率は年

を経るにつれて低下する現象を来たすことは傾向的に総

成長率と同様であるが総成長率より常に下廻り，この定
期平均成長率は複利法則は適用しないものであり約鐸利

廻りとば凡そ緑の遠いものである。しかして55年60年

の時代のこの成長率は鐵喋の凋業利廻りより遙かに低い

％を示すものである。
曲

c〃定期成長率

定期成長率は前記の定期平均成長率の算出法で湖間分

の一をしない点溌異なる。

この定期成長率の特性は定期平均成長率と全く同穣で

あるので省略する。

d. 総平均成長率

今林分材漬をM，その林令をyとし，プレスラー式の

初期材積を0と見倣してこの総平均成長率を訂算すれば

(￥÷M)×200=-と×200となる。y

すなわち林分材積によって支配されることなく常に林

令によってconstantなものとなる。更に換言すれば林

令同一であれば針葉樹林も広葉樹林においてもこの総平

均成長率ば同一であり，叉地位の差異によっても変化す

ることは考えられない。其の総平均成長率は理論的には

う．レスラー式を用いて初期植栽材稜を0．05石（後述）

と仮定して算出するのが正しいのであるが，初期材積を

0としても0．05石としても総平均成長率は事実上大同

小異の数値を示すものである｡すなわち一殻にはこの総

平均成長率は極めて観念的なものであり，林業的に何ら

の存在価値を有しないものである。

e・ 伐期平均成長率

この伐期平均成長率は前に述べた繕願均成長率とほと

んど同犠なもので, yを伐期令とすることが異なるのみ

で算出方法は総平均成長率と全く同様である。従ってこ

《
且
｝
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ヨョ

木の極めて小なる材積から材鐸成長率を算出し，これ

を直ちに材篝罫U廻りと直接関係づけるこ

い。

とは妥当でほな

、
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すなわち縊戊長率を知れば、×1.0P流によりn年の

材積の近似値を算出し得る利点がある。しかして叉第1

表の織茂長率20年と30年の差により求あた定期戊畏

率Pの1/2の10倍即ち100％となり1.0p=200%と仮

定して20年の716石より材職（30年の）を算定すれ

ば遇漆近似値を示している。

すなわち糾分材稜の量約増加を表わすのにこの総成長

率を用いた方が良く適合するようである。

今この総戊長率と権舞極りとの関係について考察を

進めて象よう。すなわち地価をB,伐期n年における材

稜をV,石当り立木価絡をk,材職成長率をP,林業利

率をpとすれば

V=0.05×1.0P" B=A×~I志示=0.05×ﾕ｡P"

×蕊×一#=qO5(W)''K1.0p''

＊歳壷=(-ff)" ",/｡fx=f::
1．0P

この式においてすぎ林の1，2，3筆馳の地価を10万

円，15万円，30万円とし，石当り立木価縮を0.1万円

と仮定し'',/｡fKを計算すれば
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小松?搾農における成長率特に総成長率の溌菱と材業利廻りとの関係について

20年の場合1等地1･0p=1･61÷1.55=1.04

2等地:l..0p=1.58÷1.49=1.05

．3等弛1.0p=1.54÷1.46=1.05

“年の場合1等地1.0p=1.31÷1.24=1.05

2学池1.0p=1.30÷1.22=1.06

3拳迦1.0p=1.28÷1.21=1.06

60年の場合1挙也1.0p=1.21÷1.16=1.04

2学也1.0P=1.20÷1､14÷1.05

3拳池1.0p=1･18÷1.13=1.04

すなわちすぎ1挙遡の地価を30万円，2等地15万

円，3等地を10万円と仮定した場合(1951. 1澗溌技

術108)40年生において林業利率は6%前後であるこ

とがj鐸される。実際には第1表の総成長率臓漉騨数

を5,000本としている”普通には4,000本植えである

とすれば最初の勅積憾0“石より小となりγ万歳
は糟大となる。しかるにこのとき第1表の総成長率はこ
れに比して比率的に大となるので，尭祭にはこの＃鐸利

るの承ならずこの総成長率を知れば林分材積が算出され

る利点がある。

総成長率においては1等地の成長率は2等地より，2
等地は3等地より大となる。しかして3等地の成長率が
1等地のそれより大であるような矛盾は起らない。叉こ

の総成長率は樹種別令級別の成長率の特質を正しく表わ

し得るので，間伐材鎖歩合決定等にも利用し得る。

今麻生誠氏によるすぎ・ひのき・あかまつの間伐本数
歩合を承ると,

30年から40年の間伐歩合
第3表 20年から30年の間伐歩合

樹種 ｜間伐のある期間
－
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率は6％より稽大であることは明らかである。 叉秋田地方すぎ林分収謹表によって間伐歩合と材積歩
このように考えると総成長率は林業経済的意義を有す 合を第1表と比較すれば，

第 4 表
と
。
■
ｌ
ｄ
４
１
１
１
１
１
Ｉ
ｌ

’ 間伐材積歩合％間伐本数歩合％
職種期 間

20|～30f
すぎ

20|～30年

丁~瓢|~2等地'3等地 1等地'2等地|3等地
’ の

の繍
倍

総
差
のＩ５

５

８
４
◇

25 22

20 20 '

52

30～40 33

０
５
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⑩
釦

１53

30

１
３

５
３

６
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１
１

●

この第1表の総成長率より算出した毒靭成長率龍対し20
～30年において20％，30～40年において40％程度
であることから判断される。すなわち成長錘の20％，
40％の間伐であり，間伐によって蓄瀧鍼の現象は起って
はいないことが判る。このように総成長率より弊出した

定期成長率に対して間伐歩合を決定すれば間伐を適度誠二
調整しうる。

今参考のため第4表の収穫表の間伐率と総成長率より
算出した定輔成長率に対する間伐率との吃較表をあげれ
ば次の通りである。

すなわち第3表第4表のすぎ間伐歩合ほ非常に異っ

ており，第4表による間伐歩合は第3表に対して可成り

強度のものである。しかして第1表の総成長率よりこの

期間の定期成長率を算出すれば第4表のように

20～30年…100％

30～40年…・50％

と仮定して，第4表の間伐歩合を総成長率より換算した

定期成長率に対する比率としてみれば20～30年におい

てはこの定期成長率の20％，30～40年においては40

％となっている。

第4表の間伐率は高い方の安全限界であろうことが，

~，
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すなわち第1表の総成長率の差のユ/3を期間倍したの が材積成長量と近似的な関係があり′定期平均成長率と
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小松：抹業における成長率特に総成長率の意義と林業利廻りとの関係について

近似値を示している。

しかしてこの率から間伐率を算定すれば成長率より大

なる間伐率で間伐するような危険が未然に防止出来るで
あろう。

仏）前記3に示したライプニッツ式による総成長量朧

樹種別令級別地位別の成長率の特徴を最もよく表わし得

るの承ならず，林業経済性利廻り算定の基礎として最も

よく適合し，又これより定期平均成長率が5ヶ年の場合

10ヶ年の場合15ヶ年の場合でも自由に第1表よりそ

の近似値を算出しうる。

従ってこの成長率によって前述のように間伐の材積歩
合等もその林分の地位に応じた額を安全に決定し得る。

何となればこの成長率によって任意の林令n年及びn+

a年の材積を算出し得るので"a年間の成長量をも算出
しうるからである。

このように総成長率は極めて多くの幟質を有するので

今後材鎖収穫表，間伐歩合の決定要津,ホ礫利廻りの計
算の華鍵等に利用されるべきものであると信ずる。

麻生氏の本数間伐は林分植栽本數を異にした林分に普
剰生があるかどうか，ホォ稜収謹表に基く間伐歩合につL，

ても同様にいえるのではなかろうか，第3表，第4表の

ように20～30年において本数歩合において50何％か

の間伐をするような林の取扱いが果してよいであろうか

等点についてほ識昔によってそれぞれ見解が異っている
ようである。

前述したように総成長率による定期成長率の％に対し
て間伐率を決定すれば，材積成長より多くの間伐をする

ような危険性が全然なくなるであろう。

以上特に総成長率の重要性について述べたのであるが

間伐との関係については今後の耐陸課題として更に検討
を加えて見たいと思う。

ノ

4．む す び

成長率の種類とその意義についてば以上の通りである

が，結論的に要約すれば次の通りである。

（1）最もよく使われているものは定翻平均成長率であ

るが，この定期平均成長率は1等地と3等地でむしろ3

等地の方が成長率が高い数値を示すような矛盾がある。

しかしてこの成長率の承を知ってその林分の材積を算出

することはできない。ただ収穫表の地利級を前提として

n年からn+a年の材糖増加率を示すに過ぎない。すな

わちこの場合n年の材積とこの成長率を前提として、＋

a年の材積を算出するに利用されるに過ぎない。従って

この成長率によって利廻り計算にほ全く利用されない。

何となれば任意の年令n年の林木蓄職を盗本と見,散して

算出した定期平均成長率は植栽時から増加率を示す総成
長率と本質的に異なるからである。

②連年成長率は非常に微細な計算であり，この測定

は極めて繁雑であり，今日でも5ヶ年の定期平均成長率

と近似値であるとして算出されており，定期平均成長率
と準ずるものであると解しても犬差なかろう。

性）総平均成長率も伐期平均成長率も算定する林令に

よって大きく支配され，樹種月蝿位別にその成長率の特

質を表現し得ないものであり，大した存在価値催認めら
れない。

I

一

、

屯

（7頁につづく） （14頁につづく）
要するに非現実的な伐採制限規定を存極して，国民の 窯したたあ犠牲となり雑の其の歩止でばない。

非合法行為を助長する結果を招くことは，なんとしても 2． 木炭のみ秤量実例~(昭和29．2．13実施）
好ましくない。国土の保全と国民経済の発展に資するた 於球磨郡球磨村字神瀬
め，現行適正伐期令級を標準とする伐採制限が断じて必

窯直径8尺腰商3尺寸他は別図通り
要であるとするならば，クヌギ林の伐期延長にともなう

立木157.5賞
森林所有者の経済的損失に対しては国家は適当なる補償

上木11．8〃的燭遥をとるべきではなかろうか。前項で述べたように
計 169:3〃伐期を延長して成長及び収穫を増大することが，請われ

る如く炭材林所有者の経済的損失を結果するかどうかが 木炭数量15冠俵42俵1．3賃
問題ではあるが････ 樹種は大部分樫材･入窯，ただ窯口付近に雑木をわず

主な参考文献 か入窯。

林野庁研究普及課：薪炭林の施業改善について 神瀬にて2名を指導したが両人共全くの素人なるも指
中村蟹太郎：森林施業 示した基準操作法通りに操作して毎回ほぼ同質同量出炭
日本林学会東北支部：東北地方の薪炭林 せしためやや確信を得た。技刷禮を養成する事は長年月
嶺一三：薪炭の施業法改善
三浦伊八郎：薪炭学考料 を要するが本方法によればその必要を認めない程である

林野庁：森林法解説 × × ×
－12－
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感を深くするものである。申すまでもなく製炭は､｢窯と．
技術の合作」ではあるが，その重要性において自ら本末

軽重の差がなくてはなるまい。窯に重点を置きこれを主

とすれば技術はそれ程まで必要でなく，技術に重点を置

けば永年の経験が必要となる。この重点の極き方いかん

によってその結果に実に大きな開きができる。考えるに

すべての器具機械でも理論力詫備されたもの程取扱いが

簡単でその結果はきわめて正確である。しかるに炭窯の

取扱がきわめて複雑多岐であることは窯か，操作かのど

こかに非合理的な処が存在するのではないかと思う。

ゆえに私は炭窯もできる限り科学的に改善し窯8分技

術2分とし，操作も機械的に単純化し，素人でも良炭を

多量に順り得るよう改善して始めて山村に眠っている森

林資源と遊休労力とを生産方面に向けることができると

いう構想の下に炭窯の研究に着手したのである。しかし

この炭窯も窯に複雑な設備を要するようでは普及性がな

くなるので，別図の通り窯も従来のものと大差ない事を

目標とした。

震た操作も業者は皆永年の経験をきわめて高く評価し

て,煙の状態や手加減でやっているが,煙は天候のいかん

や資料の状況によって異なるものである。私はこの天候

や費材のいかんに左右されない煙突口の温度により「基

準操作法」通りにすれば素人でも「今度は良かった，悪

かった」といわずに，毎回ほぼ同質同鐘の木炭が取れる

ようにした。すなわち永年の経験にかえるに，わずか数

回の寒暖計による検温を以てしただけのことである。

改善の要点

1．窯の形状（別図参照）

電球形の窯ば窯口付近3～4尺位灰化する欠点があり

円形の窯は窯口付近の根切をそぐ為すでに炭化した上木

と窯口付近の立木の灰化率多き傾向があるゆえに，窯奥
が炭化終了するとほぼ同時刻に窯口付近が根切するよう

に窯形を設計し窯の前半はその中間の「カーブ」を取り

収炭遼最も多き後半を広くし「無花果形」とし天井をで

きるだけ低くした。この窯の形を造る鋤主きわめて簡単
である。

2． 加熱室 （茨裁窯涯同じ）

従来の炭窯の乾燥焚は沢山の燃料と長時間の労力とを

要し，しかも熱の大部分ほ外側に退ぐるを以て，加葵進言

を作り熱の効率を揚げ,口焚に要する燃料と労力とを節
約する。

3．余熱室

箱で余熱室を作って置きこれを窯口.にあて蕊勤率をあ

げかつ嵐口より吸込む風害を防ぐ。内地ではそれ程まで

ではない力錘冷な地では，物を燃焼させる場合に暖い空

気を供給する場合と寒冷な空気を供給する場合とでは熱
効率が“％差がある由につき，余熱室を造り窯壁付近

太某は木炭の生産県であり特に

本郡は年産1万7千屯で本県全生

産量の約2分の1にも達し，これ

が山村経済の一財源となっている

事臓申すまでもないことである。

しかるに郡内製炭の実態を見る

に窯の構造は勿論乾燥法，製炭法

等においても非科学であったり非

経済的であったりする点が沢山あ
る。特に驚くことは業者が資材に

対しどれ位の収炭率があるか，霞

た労力や燃材等に節約する余地ば

ないか等はあまり考えていないよ

うである。これ位の事は経営者と

しては当然考えるべきことであっ

て森林資源が枯渇して1本の木で

も忽にしてはならない昨今の情勢

からして，この収炭率の如き紘特

に留意せねばならない事である。

しかるに夷裟は収支計算について

は全く無関心で，旧態依然として

昔ながらの鯉恢をやってい為。

地方でも永年の経験者で自他共

に熟練音として許す人凌が焼くの

を見ても「また消えた，今度は良

かった，今度は悪かった」と年中

くりかえしていて麺淀の緒果は窯

をあけて見ねば全くわからないと

いう不確実さで，灰化，未炭化，

割蟄鐸本人の予想を裏切る場合が

度をあるが，当人は「炭焼はこん

なものだ」とあきらめているよう

黒
溌
窯
の
改
良
に
つ
い
て

《
｝

I
、

奥

田 門
Ⅱ
凶
ｕ
叫
叫
日
凹
Ｈ
ｕ
Ｎ
副
副
到
固
化
旧
姓
Ｉ

拳
J淫■

ノ

之
＄

！4－

である。農作物は生育の状況が適確に調査できるので直
ちに対策も溝じられ年盈改良もして行けるが，製炭が思

う通り改善できないということは「窯内の炭化状況」を
明確にしかも簡単に講査する方法がなく，原因結果の関
係を明らかにする事ができなかったため，対策の施しよ
うが無かったためだと思う。

ことに炭焼きの多くは「科学に疎く」外に「科謁勺指

導をしてくれる人もなく」内に拠るべき何物も無かった
ため，全くの孤立無援で不安きわまる自分の操作技術を

唯一の頼承とする他，途が無かったのではないかと思う
勿諭昔から熱心な先輩諸氏が非常な努力によって各種

の窯を考察されたが，永年実施後の結論としていずれも
窯の瀧造より操作技術,すなわち技術8分,窯2分という

錘者・熊本県球磨郡球磨村

－13－



奥田：黒炭窯の改良について

示し霞く。特に夜間の精鯏地りが全く見えない
ため温度による外なし）〆木を2回に除去。嵐口

の土を1時間につき5分の割合に除去，後密閉消

火する。炭化部なし。

5．その他

上記の通り窯の各部を改善し労力を節約し灰化を防止

して収炭率を高め，生産原価の逓減を計りかつ素人でも

の暖い空気を供給するよう考案し，あわせて嵐口より吹

込む風のため片燃する事を防ぐこととした。

4．基準操作法の決定

製炭ほ樹種,乾燥庭，天候等の相違で操作に大分苦労

するものであるが，すべての道具機械にはそれに最も適

当する使い方があるはずである。ゆえにこの窯に適する

簡単な｢基準操作法｣を決定し置き,これさえ守れば全く

無経験の素人でも

何回焼いてもほぼ

同質同量の木炭を

取るようにする事

(すなわち窯8分，

技術2分）この点

が私が最も力を入

れた処である。

A・薪の補給

口を作り着

火前屑薪を

補給して着

火を容易に

する。（エ

時間40分

位にて着火

する）

B.着火後の

操作

嵐口の規

正ほ，窯の

習癖を見て

後操作基準

を決定する

も，温度上

昇にともな

う嵐口の規

正方法は，

各温度にょ

溌材を濫費せず営

利事業として経営

し得るよう研究し

た。本研究はこれ

にて完成せるもの

とは思わず，引鱗

き研究し，ますま

す改善すべきもの

であるが，最近全、

く林業に関係ない

環境にあるため遂

行する事を得ない

でいる。

熱功率高揚黒淡窯 （奥田考案）
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れば，

1．歩止試験の

一例（昭和23t2．

17実施）於八代

営林署管内第56

林班ろ小班

窯，直径9尺，腰

高3尺5寸，他は

別図通実綴は溌

林省林業試験場へ

報告済
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符

》
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晨
泓
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りその程度を明示し睡くを以て，簡単にして立消一一一----…-一言－

種 ｜資材重量木炭重量|歩止する事がない。 樹

c総…立て識塞作る｡風篝を麟蓉為。 立木{鶏； “，麓 ”‘”･雪‘，”295〃 44〃 0. =YIW| 564" | 269" IM55150弱D，〆木を煙突口にかける。 、 904〃 208〃 0230強
慮甚暹 ‘蕊： 2蝿：:頚驚， 立木の上端が炭火する頃合を見て〆木をかけ立

木の低温炭化を図る°その躍湖は着火後の経過時

間により明示する。 木炭数遥15蕊俵56俵

E.精煉 樹稜別に歩止計算したが雑は灰化率多き窯口付近に入
煙の根切後瀞煉を開始する。（適時の温度を明 （12頁下段へ）

△
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して，伐採点の直径，枝条の長さ，元口の樹興享を測定

し剥皮してそのR麺莨数を識萱した。

その調査鐸ば下記のとおりである。

調査結果

1． 調査年月日昭和29年7月2日

2．調査錫所群馬県吾寒障津町白根国有称58

ホ栂圧

3．胸高直径 16糎

4．樹商 11．5米

5． 樹 令 26年生

からまつ樹体内における

きくいむし類の

分布に関する研究

r

林況竝澗査木の概況

白根山南麓海抜高ﾕ,500米の地点で，この附近一帯の

林相は人工林からまつが主体をなし，その成育不良であ

る。林内には詮づなら，やまうるし等が少しばかり混

生している箇所も見受けられる。この附近を限界として

海抜高1,700米附近より，ささ帯が現われ1,800米より

山頂に至っては，ななかまどの散生が見られるの承であ

る。

調査木の周辺林木約ユl'aにわたって，樹勢の衰頽を

あらわし，梢端部の葉色やや劣り一見生気を欠くが如き

状態を示し10数本の枯損木も認められ，その主因も虫

害と認められる。

被害の最底部ほ地表30糎附近にしてこの部分の樹皮

下靱皮ならびに辺材表面浅く加害痕跡を認め得る。

本調査木における樹幹並に枝条部の分布状況を示すと

第1．2表の如くである。

加辺正明

(29．8．14受麺

‐

ー

q当凶

からまつに寄生する「きくいむし」に関する防除対策

の基本調査として，樹体内における寄生状態の調査を行

った。

調査方法はその年新に加害を受け絃死状態になった林

木を選定し，地際より伐採し胸高直径，樹高，樹令等を

測定し，＊樹幹部A,樹幹部B,枝条部とに分けて調査

した。

各調査木ば樹幹部A，Bにおいては伐採点を基準とし

て1米間隔に印を付し，これを大略南北両面に区分して

全樹皮を剥皮しこの部分の樹皮厚を測定し，樹体内に造

営された加答喰痕数を検しその数を調査した。

枝条部に鮨いては上下両面に区分し，40糎間隔に伐採

第1表a・樹幹部A，Bに於ける種類並其の加害喰痕数＆
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る。
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樹幹部B

－15－



、

ノ

加辺：からまつ樹体内におけるきくいむし類の分布に関する研究②

第1表b. 枝条部に於ける種讓藍腹其の加害喰痕数
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第2表b. 枝条部に於ける憩難藍晦其の加害喰痕数
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加辺：からまつ樹体内におけるきくいむし類の分布に関する研究

寄生を承ることが出来た。中でも「きそきくいむし」，

「ぐいまつあとまるきくいむし」の寄生率嘘高く最も有

害虫として注目することが出来る。

次にこれ等寄生種類の樹幹枝条の両部における寄生状

態を観るに，樹幹部では｢ぐいまつあとまるきくいむし」

は樹幹部Aを主体に寄生が承られ，「きそきくいむし」

は樹幹部Bに最も多く寄生し樹幹部Aに至り逐次寄生率

減少する状態を示している。「まつのおおきくいむし」

は樹幹部A，Bに亘り雷生するものの如くである。「あ

と玄るきくいむし」の寄生は樹幹部Aにの欺繊少の寄生

を認め得る程度で緑とんど寄生は稀である。

枝条部では「きそきくいむし」の喰痕を認め得るの蕊

で他のものは全然認め得られない。

更に樹幹部における寄生状態を喰痕の存在する向きよ

り観ると，「ぐいまつあどまるきくいむし」は精南面に

多く南面56．4％に対し斗函43．6％を示し，喰痩にお

いて幼虫坑最も多き場合の頻度は4：1の割合を示して

いる。「きそきくいむし」は南面57．9％に対し晒

有 42．1％喰痩内における幼虫坑の最も多き場合の頻度は

3：1の割合を示す。 rまつのおおきくいむし」は南面

状 66.0％に対し訓函34．0％を示し喰摸内における幼虫坑

〆」 の最も多き場合の頻度は2：1の制合を示し，「あとま

」 るきくいむし」は則緬には全然認められない。

率 劾虫坑の発育結果より南訓輌面を比較すれば南面憾北

」 面に比しいずれの種類においても，幼虫の発育状態遥か

あ に良好であることを示している。

生 木調査木に寄生した全種類の喰痩数すなわち母坑数の

百分率は，南面54．5％に対し北面45．5％を示し，幼

蕊 虫坑の完全発育本数の頻度は3：1の割合を示し，種類

により多少の差舞謨あるも大体南面は訓晒に比較してそ

よ の発育数多き傾向あるものの如く思考される。

に 億本調査に当り山口大学教授村山博士に本虫の同定を

お わずらわ.し御教示を賜ったのでここに衷心より感謝の意

て を表する次第である。
一迄一グーや一一ジーーーグー曹～ハーーージーーーッー…v～～亀へふ=国～‐弓

一

【

０
〃
ｒ
〃
＆
＄
岨
０
〃
功
５
１
足
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｊ
兎
〃
Ｉ
風
１
９
Ｆ

1割程度劣るようですが，箱材等としてば好適すると

恩ひます。備中国特に台湾に於ける用途は漢民族の民
族的慣習から棺材にするのが最上の用途で，その耐白

蟻性と耐湿性が大なるために，建築，土木，家具，器
具等の用材･としても広く用ひられますが，スギに比し
て軽軟ですから，わが国に於ける用途も特に種盈考え

られます。パルプ用材としても好適していますし，成

長がよく，乾燥地にも適するので，スギの不適地で，

ヒノキやマツ類の適地と思ばれる南面低部山地の短伐
期造林樹種と．して注目に価するものと考えます。詳細

は弗購山林の9月号に掲載してありますからこれをご
覧下さい。 （高知大学農学部福田次郎）

問クヌギの台切りについて次の点繩旨導下さい。
1．台切りを行うに最も適した直径

2．台切りを行うには植栽何年後が夏いか

3．台切後何本仕立が適当か

4．クヌギ台切についでの参考書

鵠1．台木の直径が大きいほど，台切り後に生ずる
萠芽の成長がよい。一般には立地条件によって異なる
が，大体3cmになれば12月ﾕ)前後に台切りを行うの
が適当と思われる。

2．植栽場所の関係で，いちがいに何年とは断定で
きないが，前に述べた直径に達するには普通植栽後3
年鋤から4年ぐらいで，この頃合切りするのが良いよ

うである。

3．台切り後競芽は，少い時には徳に1本から，

多い時には数本生ずる場合もある。‘仕立本数の多少は，
その直径に影響するので，大体3鋤～4本に様の整理
を行うのが好いと考えられる。

4．心明永久次郎くぬぎノ伐採季節ト萠芽1､ノ関

係二就テ第21号（昭和2年）動の嶺一三薪炭林

施業改善について林業技術シリーズNO. 6
・其の他明永久次郎農村林業（アヅミ謡房）昭

和26年 （林業試験場造林部山路木曾男）

1

K

}闇下記について諸知らせ願い童す。
！’・ こうようざんの播種について

《 2．今後の需要，利用価について

|
|灘鰯篭競磯葉
く過ぎません，高知采清水営林署辛川山国有林産のもの

蕊蕊

I
１
１

～
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山本光氏は1948年スギ，アカマツにスギノ’アカダ

ニ（スギノハダニ)"鋤．α"yc/Wssp.が筍生して加害す

る．ことを，森林保謹(po 137)に記した。

2）トドマツ，エゾマツ，アカエゾマツ，トウヒに

寄生するもの。

新島善直博士は1924年新編森林保態学(pp.339~

341）において，北繊首の1､ウヒに課生するハ変二の種

類はスギに課生するものと同一ならんと記した。

志村彦三・原田真言筒両氏は1927年森榊青虫害防除綱

要(pp.72～73)に，アカ〆二Te""Zyc""sp.がト

ウヒ’ 1､ドマッ，ヤマナラシ等の葉に課生加害すること

を記した。

玉貿光一氏は1933年樺太のエゾマツ5．6年生にハ変

二の一種が発生したとき，それにトウヒハダニなる和名

を与え，その学名はTe"""cﾙz's (Ac"'")"""崎

LXNNE？ならんと，樺太山ﾎ桧報第21号(pp.1～8)

に記した。そしてこのハヌニは1､ウヒ属に限って加害し

トドマツやカラマツ等の針葉に寄生しないと記した。

井上元則（筆昔）は1942年実用森林生物被害防除提

要(pp.121～122)に，ハダニTeZγα"J雁h2fsSp・がエ

ゾマツ，トウヒ，トドマツ，ヤマナラシ等に寄生加害す

ることを記した。

松下英幸博士は1943年I､ウヒノハダニre#γα'"ycﾙ"s

Sp・がエゾマツ，トウヒに寄生加害することを‘銅凍害

虫学(pp､403～404)に記した。

以上が従来の知見についての概要である。

3．論 諾

江原昭三氏が1954年日本動物学蕊報第27巻,第2

号(pp.102～106)に錘こで報告されたところによる.と

次の如くである。

1）スギに寄生するものの学名をP"""""杉伽鱈

"o"do"zsisEII皿人とされているが，この和名には触れ

ていない。篝昔は以上の知見から判断してスギノハダニ

が最も適当な和名と思う。

2）北減鐵鬘のエゾマツ，トドマツ，に寄生するもの

すなわちPice,α属やA6ies風に寄生するものの学名を

江原氏はP"j'""ﾒWz"ycws"o""EHARAとし，筆者に

献名されているが，これも和名については触れていない

ところでこの和名をいかに取扱うべきかについては，

従来の知見からゑて，新島経とはスギノハダニと同一種

と考えたし，志村・原田両氏は単にアカ〆二，井上はハ

ダニと記した。

玉貫光一氏は鰐産トウヒノハ〆二は1､ドマッには寄

生しないと記している点から承ると，北繊首産のように

トドマツ，エゾマツに寄生するもの朧別種のように思わ

れるのである。玉貫光一氏の露本は現在見ることができ

ないので，そのTypeを見る誉では，樺太産のものと本

道室の芯のは別種と考えてよいように思う。“頁下段へ）

【1

i 針霊室麓つい℃
☆

井上元則

〔29．9．6受理）

1．まえがき

本邦の主要樹種であるスギ，ヒノキ，アカマツ，エゾ

マツ，アカエゾマツ，トウヒ，1､ドマツ等の幼苗や幼令

木に，ハダニ類が寄生して養液を吸収する。夏季幼体，

亜成体，成体が入交って，前記植物の葉裏に寄生するた

め，被害葉は固有の緑色を失って黄変し，ついに枯死す

るものを生ずる。特に北海道では近年トドマツの養苗や

植栽直後の幼令木が著しい被害をこおむって，生長を阻

害されている場合が少くなj,､。

しかるに本類の学名が，今日童で未解決であったため

生態や防除研究の対照となるものの種名が明瞭でなく，

その取扱上はなはだ不利不便があった。最近化繊首大学

理学部動物学教室，江原昭三氏の努力によって，分類学

的研究が行われたので；それを紹介するとともに，和名

の一部を訂正しようと思い，この拙文を草した次第であ

る。

2．従来の知見

1）スギ，ヒノキ，アカマツに寄生するもの。

スギの葉にスギノアカグモTe"'""j雁ﾙ"SSp・が寄生

して加害することは，新島善直轄士が1903年日本森林

儒豊学①p.335～336)に記載した。同氏は1923年新

編調飛保護学(pP.139～141)にスギの葉にアカダニ

（アカグモ)re"α'〃〃"ssp･が寄生して加害すること

を重ねて記した。

日高豫慧莞氏は1932年スギ，マツ，ヒノキの葉にスギ

ノアカダニ（スギノアカグモ）が寄生して加害すること

を，「熊本営林局管内二於ケル造林試験及ピ調査ノ罐」

(pp,213～215)に記した。

松下其幸濯士は1942年スギの針葉にスギノハダニ

(異名スギノアカダニ，スギノアカグモ)re""""2fs

sp・が寄生して加害することを，森林害虫学(pp､401

～403）に記した。

ー

、

a

筆者・林試・北海道支場保護部長・農博
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ホロンバイル地方特にホインゴール地区の
0

アルカリ土壌の植生と家畜との関係について

‘-……一・一…一一…一・一一……－－－－－－=---……山 崎 薫
（29．10．14受理）

中に蒙古人より「ダプスノール（かん湖）近くのソー亥
1．はじめに

の採れる地方は羊が非常によく育ち，なお牛馬もよいが

満洲は西半分の地域の所々にアルカリ地帯と称せられ ハイラル近くはすべてがよくない，これはソーダがない
る広大なアルカリ土錘の区域がある。アルカリ性は気候 からである。ソーダの無いところは草もよくない。草丈
特に降水量，蒸発量と地形に関係が深い。雨溌が少く』 が長くとも力がない」と教えられたヒントにより，当時
内陸河川地形の所はアルカリ性

が強く，満洲は西に進むに従っ

て雨量が減り，満洲函上部ホロ

ンバイル地域は輿安嶺の西側で

雨量最も少く，年雨量200～300

mmに過ぎない。本題の研究に

ついて,筆者の観察した区域ほ，

ホロンバイル区域の中一南部の

東寄りの地方で，準砂漠地の乾

燥草原である。所‘々にわずかの

潅木が生じ，一部にシベリヤア

カマツの群落（実験林の所）が

存在する。また所灸に湖水があ

って，ソ戸ダ，塩分を多鑓に含

有する。土壌は撮色士でアルカ

リ性が強い。

さきに本誌に発表した「シペ

リヤアカマツ育苗に関する一考

察')」にちょっと触れておいた

が，ホロンバイル地方において

幟アルカリ度により家畜の肥満

状態が異なるゆえに森林生態を

鯛査する場合あるいば育林を行

う場合（ことに草種混播等を行

う場合）またわが国においても

家畜の飼育のうえに多少共参考

艇と考え，簡単な観察であるが

土壌のアルカリ度と植生並びに

家畜の生育状態について考察を

行ったものである。
ハイうそ

海拉爾営林署ホインゴール実

験林事務所担当主任として在峨

可

一
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山崎： ホロンバイル地方特にホインゴール地区のアルカリ土壌の植生と家畜との関係について
一

い草種（すなわち致死量に致らぬ量,生育に支障ない含

有量）の多い地方は家畜の肥育が良好である関係上，冬

営地，夏営地として彼等はこのような地帯を選ぶものと

思われる。

3． ホインゴール実験林を中心とした

営地の分布並びに家畜の状況(付図参照＞

“）ホインゴール実験材事務所付近

実験林事務所付近は事務所西方約4～12km位までの
パウ

間に冬営地として毎年蒙古人がホイン河に沿って包（営

地）を設ける。この付近憾解氷期における出水の恐れな

く，かつ蒙古人が粟や黍等を耕作し，真剣の間このホイ

ン河に沿って事務所西方約20～25km位移動するので

ある。草種は主として，スズメノカヤ，ヤマアワ，ハマ

シオン，スズメノエンドウ，ヨモギ類等が多い。この付

近の家畜はシリンサガンノール付近より悪く，割合に肥

満されていない。また事務所東方約10km付近はホイ，

ン河筋に前記同様に冬夏営地を設けられるが，この地域

は包の数は少く家畜頭数も前者よりも少い･草種は前者

と同擬なるも，カヤツリ草の類が割合腫多く，なお第一

段丘の山手の方ほ前者と同様に見受けられる。家畜の肥

満状態は前者よりも悪いとも良好ではない様である。

（ﾛ） ロンコ付近
び

この付近ば中間集合地として利用される場所でロンコ、

すなわち徳利，漢という･名の沼があり，解氷期にはこの

付近一帯が湿地となるも早く減水するので，この地域ば

索新巴旗においてもボインコ．－ル以南，フフノ声ル以東

では一番暖い場所で，消雪早く草の発生も早いところで

あって，水利，交通草種という点からして中間集合地

となったものと思われる。なおこの付近にはシペリヤア

カマツの純林があり，松鐸の燃料であると霞がなくとも

この林の榔員木を利用する事ができる事をもあわせて中

間集合地となった一因である蕊と考えられる。草種はネ

ヂアヤメ，スズメンカヤ，ハマシ牙ン，モウコイワタデ

スズメノエンドウ，ヤマアワヨモギ鍔が多く，なおと

ころどころにモウコトウゴウサウが散生している。

例シリンサガンノール付近

一部夏営地としてこの近くに包を設ける蒙古人もある

が，大部分の蒙古人は冬営地としてここを選ぶのである

草種は函b部に1集団となって，タカトウダイのある'場

所があるが，他はハマシオン，スズメノカヤ,ヤーマアワ,、

ノニラ，ノゲシ，タウガリヤス，モウゴイワタテ，ノピ

エ，及び童科類，ヨモギ猿等の種類が相当に多く，家畜

の肥満状測‘ま（イ）の場所よりは良好である。

㈲ホシウス廟付近

廟がある関係上固定家屋がありかつ井戸並びに近くに

『 ほ育苗その他の試験中ではあったが，よきアイデアであ

ると思い同地方について調査したものであるが，調査喪

料箏は満洲におき，かつソ連への抑留もあり，記憶にの

難たよって取纒めたもので，内容は一層不備のものとな

った。この点お断りしておく。

なお，満洲在職中よりご指導を賜りし玉手三乗寿氏，
亀

北川政夫氏，石戸谷励氏，松原茂氏，松山茂氏及び

本澗に対し助言を賜りし信州大学矢木博氏並びに宮城

染農業短期大学佐蕊稔氏に対し深く謝意を表う-る次第

である。

0

2．蒙古人の営地

㈹冬営地

蒙古人に一番恐怖の的となっているのは狼であって，

冬営に当ってまず狼の襲来の恐れのないところである事

が第一条件で，次に水に近く（冬期間蒙古人は水の無い

時は飲料水として氷または雪を用いている）稜雪の少い

ところでありかつ毒草のないところを選ぶ。

（ﾛ）頁営地

冬営地と同様に狼の恐れなく比較的水に近くかつ毒草

がなく薬草のある風当りのよい場所を夏営地とする。風

当りのよいところは夏期には特に鎮子，蛇の類が多いの

でこれの害をのがれるためにこのような場所を選定する

のである。

しり中間集合地

冬営地から夏営地に，また夏営難から冬営地に移動す

るに当り，一旦ある地帯に集合する場所で，ここに惟約

2週間程の滞在が多い。場所としては比較的水に近く，

狼の恐れのない，毒草のない場所を選ぶ。営地としてば

前記の橇な場所でなお，狼害と薬草,毒草，という事を

主眼として遊牧をしており，草質を視るに彼等はアルカ

リの多い場所という事を第一にしている。このホロンパ

イル地方億乾燥地帯で準砂漠地帯であり，若干の凹地で

水の少しくある議なところは乾燥すると直ちに真白にな

ってそこには天然ソ一変(NagCO3)が現われる。彼等

の場所選定には水に比較的近い場所というのは，勿論水

辺には狼害が多いので水辺より若干の巨離のある場所で

はあるが，家畜に水を飲ますにはあまり遠くない場所で

ありかつ，出水期，解氷期には付近が水に浸されても

被害を受けず，なお減水すれば僅少ながら天然ソーダ等

が残るという議な場所でありかつ，草種の多い場所を条

件として選ぶ様になっている。すなわち，家畜の肥育に

はNa2CO3及びその他の塩類等ほ必要欠くぺからざる

ものであるが，この趣が多過ぎれば，草が全然生育しな

v,。しかしNasCO恩あるいはNaCl等の含有量の多

《
》

、

ぐ

《
》
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山崎：ホロンパイル地方特にホインゴール地区のアルカリ士蕊の植生と家畜との関係について

相当大きな池があり，1年中蒙古人が少数ながら居住し

ているゆえに廟付近は草丈が非常に短かく種類も前者程

でなく，ただこの地帯嫁丘陵が多く，モウコヤマヤナギ

が多い。なおこの近くの池の付近ば草種も多いので彼等

はこの池の付近に放牧しているものが多く，また家畜を

多く持っているものは別に使用人をして遠くの良質の草

の多い場所に家畜をおき少数を自分のところにおく様に

している。草種妹前者と同様であるがなお，モウコトウ

ゴウサウ等もところどころに散生している。家畜の肥満

状態ほ割合に良好である。これはアルカリ分が多いのみ

でなく，前述の通り当分食用に供する少数だけ手元にお

く様にしている関係上，草丈が短かくとも割合に肥満し

ているものと思われる。

鮒フフノール付近

この地謡藍近くに新将軍廟がありかつ湖水臆北北西の

一端よりホイン河に連絡しており，冬鐸也としてはフプ

ノール近くのタムフトワより，フフノールまで点灸とじ

で包が続き，またこの付近はアルカリの強い場所が多く

蒙古人もこの近くまで来て天然ソ一変(Na3CO3)を採

集する。鐸掌はこのNa3CO3を癖挙の必要欠くべから

ざるお茶に入れて呑むのである。毒種は，シパムギモド

キ，スズメノカヤ，タウガリヤス，モウコイワタデ，ネ

ヂアヤメ，タイリクシオマツバ，ヤマアワ，モウコトウ

ゴウサウ，及び霊}類，ヨモギ類が多く，またブフノー

ルとホイン河に連絡してある湿地帯にはカヤツリ草やス

ゲ類が多生している。なおこの付近の丘騨也帯には，モ

ウコヤマヤナギが多く，フフノールの北北西ホイン河に

連絡する地点よりアムグロン録菖に道調する道があるが

この両側は河柳が一部分の巨離でばあるが密生してお

り，包用材として彼等は採集している。家畜は非常によ

く肥滴しており，ここよりアムグロン，ダプスノールの

近くに行くに従い家畜はよく肥満している。ことにホシ

ウス廟付近とこの地域並びにこれより西方に行くに従い

羊が多く，北方すなわちハィラルに行くに従って羊が少
く牛馬が多くなる。

例北ホインゴール付近

フブノールより流れて来る水とホイン河との合流点付

近で，ここも中間集合地として利用され，かつ冬街道が

南北に通じており冬営地として利用されている。草謹は

前者と同様で羊が多く家畜全般がよく肥満している。

（ﾄ） ピルート付近

ここはハイラルの木材流送に従事する中国人の定住者

がおり，なお小学校があったため若干の蒙古人の定住者

が伊敏河筋に沿って定住している。ここの蒙古入Iま生活

困窮者が多く生活の喪に枯損木の搬出と牛車用の木材搬

出をしている（何)の事務所東方10kxn付近及び例のサ

カンノール付近の羊の少い蒙古人も同様に木材搬出や銀

細工をしている）草種ほ，ネヂアヤメ，ノゲシ，キパナ

ノバラモンヂン，ハマシオン，セツカヤマネギ，ヤマア

ワ，モウニzイワ度テ，シバムギモドキ，童志願，ヨモギ

霧簿あるも，家畜の肥満は毒径良好でない。中に非常に

よく肥満しているものがあったので蒙古人に開いたとこ

ろ「これは牛車用材と交換したばかりで肥っている。そ

の内に痩せるから痩せないうち庭殺してたくてし重うの

である」といわれて苦笑した事がある。

㈱オランハルガナ付近

倒政演臨にして夏燈弛として利用されている。草種ほ

オキナグサ，セツカヤマネギ，ノゲシ，キバナノバラモ

ンヂン，モウコマツナ，ハマシォン，シバムギモドキ，

ヤーマアワ，モウコイワタテ，ネヂアヤメ，麹斗及びヨモ

ギ潅等でなお河岸には，カノコ草，キョウカノコ，ヤマ

ハマナス等この地域特有で，すなわち，オラン（赤い）

ハルガナ（潅木）が密生している。草は豊富であるが，

冬期間の積雪が多く従って夏営地としての象利用されて

いる。家畜は（永)(へ）の両者より羊が少く，崇馬が多

く飼育されている。冬営地はここより西北西約10km位

のところ，すなわちホイン頑駈くの冬街道の付近に移さ

れるのである。家畜の肥満状態を見ると牛馬羊ともに(ﾄ）

の地帯と同様よくI圏術していない。

（ﾘ）南屯ホインオーラ付近

南屯に憾南屯廟があり，かつ索倫旗公署があったので

固定家屋も多く，従ってこの付近には草が少く草丈も低

い。しかし，南に約6km位離れたホインオーラ付近朧

1～2戸の固定家屋あり草種も多く草丈も長く南屯より

は良好な草が得られるので，南屯付近の蒙古人ばホシラ

ス廟のそれと同様に必要数量の家畜のみを手元におき他

はホインオーラ付近に放牧しているのが多い。草塘蟄ま前

者と同様だが，カノコ草，キョウカノコ等は南屯付近に

は非常に少く，反対に，ノニラが多くなっている。′､fイ

ラルを中心に，ノニラが多くなっているのはすなわちハ

リヤル（ノニラの意）がこの付近に多いのでかくの如く

ハリヤルがハイラルに変化したのであると蒙古人の古老

がいっている。ホインオーラ付近は蕉沌よりは草種も草

丈もよく，なおホインゴールと侭敏河の合流点付近（た

だしホインゴールは解氷出水鰯にの率合流し他の礒期に

ほ砂認寺有の尻無河となっている）は，カヤツリ草，ス

ゲ類が丈が低いが錐生している。家畜の肥満状態紘南屯

にいる羊憾良好ではない。ホインオーラ付近で脳青して

いるのは（ホ）付近より非常に劣っており，蒙古人も南

屯は羊でなく「ヤセヤセ」であるといっている位よくな

いのである。

垂

■
ひ

今

－21－



山崎：ホロンパイル對妨特にホインゴール地区のアルカリ土壌の植生と家畜との関係について

アルカリ含量の多寡により同種の植物の体内における含

有成分趣が異なるため，同一植物の含有成分に変異を起

し，これを家畜が喰むために家畜の肥満に差異を生じた

事と考えられる。

例動物並びに植物の塩類相殺作用

動物並びに植物において必要欠くべからざる塩類でも

その溌度が高きに失する場合には生理的に害を生ずる。

たとえば豚は20％の塩分が含まれていれば病気になる

という。また植物においても過度の単独塩類では植物の

根を害するが多数の塩類が存在しているときは塩類同志

で毒作用を相殺するものではなかろうか鋤。何となれば

フフノール透くの相当強い天然ソーダが採れる場所にお
いてさえ，モウコマツナ，モウコトウゴウサウ，シバム

ギモドキ，等が生育している。これは明らかに単独塩類

ではなく塩類の相殺による解毒作用があるゆえに生育し

ているものと思われる。これらを家畜が喰む場合にはま

た同様に相殺解毒作用により相当強度の塩類を採るも何

等害がなく反対に有効作用をなして生理的に良好の結果

を与え肥満するものではないかと考えられる。

FIVB圏並びに無機物との関係

アルカリの多い所朧VBuもCOも多く家畜に都合が

よい猿に考え得られるが，VB理は強い酸性あるいはア

ルカリ性の所では，室温にて自然に分解してその効を失

うのであるから坐)， このホロンバイル地謡ことに，こ

の地域においてばⅥ3哩として土難その他に多く含むで

いるのではなく, VB13を作る微生物句がこのアルカリ

地帯に多く生棲しており家畜に都合がよいものと思われ

る。また強い酸性の所よりもこのホ戸ンパイル地方の如

く，壊埜の多い方がCaCO3も多いのではなかろうか。

またNa3CO3の多い所は塩基たとえば，石灰，マグネ

シヤ，ソーダ，加里等も多くて家畜に都合がよいのでは

ないかと思われるが，佐藤稔氏によると，K等が多け

れば植物繊値が硬く消化が悪いという。また燐酸の集穣

はFe,A1,Mg等が多いと腸内で不溶性塩類を作って

吸収を妨げるからで，なおCaが多過ぎても不溶性の燐

酸三石灰ができて吸収されがたくなる⑳。家畜にNaの

必要なのはNa2CO3が血液の中にありCOaを吸収して

O圏を出すからであるし，尿その他と共にCaに伴って

Naが体外に出される。ゆえに普通の飼料にはNaが含

まれていないからNaを補給する必要がある。ことに放

牧中の家畜のNaを欲するのはこのためで生理的な自然

の要求である。Mg,Ca,C1等が多ければ血液が酸性に

なる。常に血液は中性でなければならぬしり，血液が酸

性になると病気になり易く，肉乳酸ができて肉が不味と

なるので，肉が美味であるためには肉乳酸を発生させぬ

様にすべきである。この地域は中部地方のそれよりは，

4． 家畜の積雪期間中における食草の

採り方

一部の蒙古人は日本・中国・ソ連系人の野乾草調製を

また日本人の適切なる野乾草調製指導により，8月中に

見(主として初旬)野乾草を作るが，まだ大部分の蒙古人

は野乾草を越冬期間中充分間に合うだけ貯えずにいる。

この乾草を少量宛全家畜（主として労役並びに搾乳用家

畜）に与える。放牧されている羊,山羊,馬等は較雪中
よく雪を掻いて積雪下の枯草を喰むのみ定ある。また牛

は雪を掻く事なく雲の上にあらわれている枯草を舐める

が如くに喰むでいる。ゆえに冬期間の積雪量は家畜の生

命に直接影響する事は明らかである。なおまた稜雪量と

共に枯草に含有されている塩基類並びに土壌中(特に表

面に現われているNagCO3の如きもの）の塩基等をも

あわせて考える事が必要と思われる。

一
）

5．考 察

㈹土壌のアルカリ性

土雛の化学，物理'約の調査は行わなかったが，幸に池

田実氏の同地方のアルカリ土壌についての調査報告があ

るので，それによってアルカリ性の点について記して見

る。同氏りばホロンバイル地域のアルカリ土壊を調査し

て，その北部地方（三河地方）は黒色アルカリ土，中部

地方（海拉爾一滴洲黒線の少し南の方）は黒色アルカリ

土と白色アルカリ土の中間，南部地方（海拉爾より南西

約200km)には白色アルカリ土と見るべきものが存在

する。なおアルカリ度は，南部最も強く，次に北部，中

部の順である。また中部地方の表層はNa,Ca,Kの硫

酸塩，重炭酸塩の塩化物を含有し，中間層にはMgの塩

類を含有する｡南部地方は表層はNaの炭酸塩,重炭酸
塩，硫酸塩の塩ｲ鋤が大部分で'Kの塩類は少い。下層

も同様で大部分Naの重炭酸塩の塩化物である。

篭者の観察した区域は大部分が南部，一部中部に属し

ているが，池田氏の調査の結果から見ると，南部地方の

特徴はアルカリ性が特に強いこと"Naが著しく多く，

Ca,K,ハ吃が少いことである。中部地方に行くに従っ

て,Ca,K,Mgが#効Nし,Naば南部地方よりも少く

なるようである。

（ﾛ）植物含有成分の畷境的変化

本来なれば同一植物はいかなる場所に生育しようとそ

の植物の含有成分は同一趣であるように思われる。とこ

ろがホ戸ンパイル地区の嫌に広大なる地域に同一植物が

生育している場所において家畜が同一植物を喰承ながら

該家畜の肥満状態が異なるのは,単に土蕊表面に現われ
るアルカリ（すなわち堀頃）に支配されるの象ではなく

曲
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シペリヤアカマツ育苗に当り土壌を中性か，弱アルカリ

に改造しなければならぬといったのば，このアカマツの

残存地帯は家畜肥満の比較的良好ならざる地帯である事

を視ても明らかである。

以上の点よりして環境の調査には単に植生や地形の承

でなく,付近のすべての因子を調査する事が必要である。

自然の状況，生態は自然をあらわす一番よき指針であっ

て，家畜にしてもまたその他の鳥野獣昆虫にしても，羽

根1枚，毛1本の色沢，形状，その活動がすべての環境

を正直に表現していぁのである。すなわち鳥野獣，昆虫

の生態凄息状況は勿論地形，河川の流れ，水質の酸性

であるか，アルカリ性であるか，水棲昆虫相はどうか，

この付近の草の種類，これの根の発育状態，茎葉の色彩

茎葉の色彩ば土壌の含有成分並びに植物の特徴を完全に

現わしているゆえに，農業上特に林業に鎧いては色彩に

度数を付する事が必要であると思う。また発芽と開花結

実等の季節的変化の特徴を調査することが森林生態調査

とあわせて早急に行う必要があると思う。すなわち動植

物の環境の刺戟に対する調節診断を完全に把握する事庭

より林牧野改良の一助となす事ができる事と思われる。
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Naが著しく多く,Ca,K,Mgは少いが家畜の肥満状

態がよいのではなかろうかと思われる｡以上の点より考
察するにアルカリのいかんによって家畜に重要な影響を

与えることを推察する事ができると思う。

鮒ハイラル付近に牛馬の多い理由

ハイラル市付近には牛馬が多いという事は，ハイラル

及びその近くに居住する，日本・中国・ソ連系の人為の

需要があった関係上自然にかくなる状態になったものと

思われる。食草の良質なるものは単に羊の柔でなく，家

畜全体に好結果をきたすのであり，ハィラルを離れる巨

離に姥例して馬より羊が多くなるという理由は食草その

もののみでなく，家畜の交換及び購買関係が重要なる理

由であると思われる。

6． む す び

このような簡単な観察の結果ではあるが，

（1） ホロンパイル地帯においては家畜の肥涛と土壌の

アルカリ度との関係が見られる。すなわちある程度では

あるが家畜の肥渚ほ土壊のアルカリ度を示す示漂となる

と思われる。

値） アルカリ度の比較的高い地域に行くに従い羊，牛

馬等がよく肥満し，アルカリ度の低い地帯に行くに従い

家畜の肥満が低下するという事は，これはアルカリ土鯉

であってもこの土壌に含有.されている各種無機境類の

含有量に支配されることと思う。家畜に最も重要なのは

Naにして，その他の無機物ことにCa,K,Mg,Fe,

Al等は燐酸比並びに石灰比率等を保つ上にあまり多く

ない方が肥満状態が良好の様に思われる。

（3） アルカリ土壌の拳でなく，酸性土壌にしてもその

生鯉の構造及び可給態謎分のいかんにより，草種の多録

並びに草の肥婿，色彩，形態，含有成分等が相違をきた

すので，これが育林上何等かの指針となるかと思われる

勿論これはホロンバイル地帯においてのことであるが，

一

竺

ｰ曹一

最近北海道国有林の造林強化策がとられつつあるとき

トドマツノハダニが各地の苗畑に鐙いて著害を与えてい

るので，この際更に生態の分野を究明し，駆除の適期と

経済的で有効な防除法を，速かに案出しなければならな

いと思う。

（18頁につづく）

また松下博士もトウヒノハ変二はエゾマツ，1､ウヒに

は課生するが，トドマツに寄生することは記していない

ところで現在北繊菖の各地の苗畑においては，エゾマ

ツよりトドマツの稔苗が本種の害を著しくこおむってい

るので，筆昔は今後トドマツノハダニという和名でよぶ

ことにしたい。

4．結 び

以上針蕊封に寄生する2種のハダニの学名が江原昭三

氏によってAnnotationesZoologicaeJaponensesVo1.

27,No.2,JImel954に公表さｵ1永こので， これの紹介

を兼漁和名の統一を提唱した次第である。

例年追加申込をお断りしていました好

評の｢赫業手帳｣本年は大増刷しまし
たので，品切れとならぬうち今すぐお申

込み下さい。
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昭和11年6月3日理事会に於て支部の名称，区域，

事務所所在地を次の如く決定した。
14．支 部

（1）支部機構の沿革

各支部の状況に関しては賓料憧少のため，辛うじて之

れを断片的に親いうるに過ぎない。

会則の中に支部のことを織り込んだのは大正11年12

月の改正に於て「地方会員ノ希望ニヨリ支部ヲ設クルコ

トアルベシ」と規定したのが最初であるが，その後支部

､に関してその役員や組織等について明文として規定した

のは昭和10年10月改正の定款であって，同時に細則

中にも運営方針等を規定した。

現存する資料によって見れば，具体的に支部設立につ

いて働ぎかけたのは昭和6年であって，同年2月28日

の集会に於て支部設嚴要綱を決定し，又埴方在勤の次の

各氏に対し支部設立について尽力方を依頼した。

青森営林局 松川恭佐

秋田〃 佐藤正気

大阪〃 小寺農夫

高知〃 田中波慈女

熊本〃 原耕太

北海道庁 長谷部半一

朝鮮総督府 木谷重栄

台湾〃 岡田 震

樺太庁 田中勝吉

支部設置要綱

1．内地に於ては各営林局管轄区域，内地以外は北海

道,樺太,朝鮮,台湾を夫を1区とすること。

2． 支部事務所は営林局，道庁,樺太庁，朝鮮･台湾

総督府内に置くこと（但し東京営ﾎ1局関係の内農林省，

林業試験場及帝室林野局は之を除く）

3．各支部には1名又ぱ2名の理事を漣くこととし，

創立集会（此の集会は便宜上事務所所在地の在住会員の

象にても麦障なかるくし。他の会員に対しては支部の成

立を雑誌にて報告すること）に於て決定すること。その

任期，後任理事の推薦，理事職務総凡て本会役員の規定

‘ﾆ準ずること。

4．支部は集会を開き講演会を催し重要事項に付本部

に其の意志を通達す。

5．支部理事は支部会員の会費徴収を行ふこと。

名 称｜所在地｜ 区 城

青森市青森，岩手，宮城

秋田市秋田，山形（西置賜郡を除く）
東京市

鶏熟慰鰯

東北支部

奥羽支部

関東支部 マ

ー

ジ

関西支部大阪市對澱灘鶏灘
奈良，和歌山，鳥取，島根，岡
山，広島，山口

四国支部高知市徳島，香川，愛媛.高知

九州童部熊本市鰯籔曾崎諭撫大分'態本′
北海道支部．札幌市北鰄菖一門

朝鮮支部京城府朝鮮一円

樺太支部壁原町樺太一円

台湾支部台北市|台湾一円

●

－

その後昭和12年頃から満洲支部が設けられたが』昭

和20年の織蝋を迎えわが国臓朝鮮，樺太，台湾等の版

図を失うと共にそれ等の支部は自然消滅した。戦後林政
統一が行われて御料林，国有林及び内務省所管の北獺菖

内国有林が合一され，営林局の新設に伴って本会の支部
も次の如く蕊更を見，今日に及んで居る。

麦部所在地及区域（現在）
今

逗少

亜一

域支部名|所在地｜ 区
旭ノ!’ 旭川市外 旭川市，稚内市，留萠市，上川郡

悪霧)篝灘酷繍蕊謡
苫前郡，上川郡(天塩国),雨竜郡，
留萌郡増毛郡，空知郡の一部
（富良野町，上富良野村，中富良
野村，山部村，東山村，南富良野
村，芦別町の一部),勇払郡の一部
(占冠村）

北見市，網走市，紋別郡,常呂郡
網走郡〃僻浬郡

職繍鶴蝋
足寄郡，中川郡(十勝国),十勝郡，
河東郡，上川郡(十勝国),河西郡，
広尾郡

札幌市，小簿市，岩見沢市，美唄

北見

帯広

北見市

帯広市

’

札幌 札幌市
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左の事務を行ふ

（1）会員を募集し入会申込書を支部に送付す

（2）会員の退会，転勤を支部に通知す

（3）本会刊行物の配布を為す

（4）会費の徴収を為し支部に納付す

⑤峨買申込を代表し代金の徴IX納付に関する

責任を負ふ

第三事務整理

1．会員名簿は支部に於て雛理し毎月末日其の月内

移動数を本部に通知すること

2．会幾ば支部漣於て徴収し毎年6月末日限り本部

に納金すること

3． 会費は各序,学校,団体の総代に於て予め会負

の承諾を得て給料より差引き得る方法を識ずるこ

． と

4．各官庁，学校，団体総代は部内購買者の希望を

坂纏め本会購買部に買受申込を為し，之れが代金

は予め会員其他買受希望者の承諾を得て給料叉は

賃銀の内より差giき所定の期間内に払込むこと

昭和18年頃より本会の活動が一時休眠の状態に入る

に従って，支部との連絡も漸次疎遠となり，叉支部の細‘

織も弱体化して行った。昭和23年本会が日林協として

新発足し，往年の盛況を再現せんとするに当り，先ず会

員の増加を図り，その実態を把握すると共に会の活動を

強力にし且つ積極化するためには，支部分会の組識整備

の強化が先決問題であるとして之れを総会に諮り，日林

協当面の重要一課題として採り上げた。そして取り敢え

ず昭和23年6月14日の総会に於てその要領を次の如く

決定し，漸次支部組織の復興が緒についたのであった，

（'）支部組織の強ｲ瞳盤術要領

1．各営林局所在地に支部を殻く

各支部の区域ば営林局の管轄区域と一致造しめる

2． 各支部の下に分会を置く

分会は職域叉は地域を以て単位とする

3．各支部には麦部長1名及び支部幹事若干名を置く

各分会にも必要に応じ分会長及び分会幹事を置くこ

とができる

支部長，分会長及び幹事は各支部及び分会に於て会

員の総意に基き適当の方法を以て選出する

4． 各支部叉は分会に於て必要があれ嫉夫を運営に関

する規定を作る

5．其他の細目に関しては理事会に於て決定する

かくて昭和25年3月9日には第1回の各麦笥露錨担

当者打合会議を本部に於て開催，此処に略を順調な滑り

出しと共に，麦葡瓶織の再建整備も軌道に乗ったのであ

愛部名|所在地｜ 区 城

羅鐙属凛閥嘉､熟綴繍，
札幌 札幌市

蕊
函館市，室關市，古宇郡， ，

鶏：虻田郡，礎谷郡，歌棄郡，
寿都郡，幌別郡島牧郡，
山越郡，

灘織繍：:識
青森,岩手,宮城の各娘

秋田，山形の各県

蟻媒蛮杢蕊馬新潟の各県′

脇蕊議県削梨|′静岡
長野泉

愛知，岐阜，富山の各県

石川，福井，三重，滋賀，京都，
大阪兵庫，奈良，和歌山,鳥取，
島根，岡山，広島，山口の各府県

香川，愛媛徳島，高知の各県

福岡，佐賀，長崎，大分,熊本，
鹿児鳥，宮崎の各県

〆

函館市函館

東北

奥羽

前橋

青森市

秋田市

前橋市

垂

東京 東京都

長野

名古屋

関西

木曾福島町

名古屋市

大阪市

高知市

熊本市

四国

九州

叉支部機構の整備に関してば昭和12年3月18日の

理事会に於て「支部機織の整備に関する件」を議決して

各支部宛依頼状を発送した。

支部機構の整備に関する件

第一組織

1．事業部担当者の設置

（イ）各支部委員に対し本会事業部別に依る各部

担任を定められたきこと

（ロ）右担任朧支部長之を定めたる上本部に報告

せられたきこと

2．会員総代の設瞳

（イ）麦部内各官庁（県庁，農林署，林野局，同

出張所等）学校，団体毎に会員総代を委嘱せら

れたきこと

（ロ）会員緬上は各官庁其他の長叉は主席者とし

麦部長より委嘱したる上本部に報告すること

第二聯旨

1．麦部内事業部担任委員

各担任委員は夫を本会事業部と連絡を為し当部の

事務を分担す

2．会員総代

（イ）会員総代は当該官庁，学校，団体等に於て

『1

▲
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に入り，規約の審議，役員の選挙,事業方針の決定を行

い，林業技術振興決議案を万場一致議決した。来賓の祝

辞,新支部長の挨拶を以て閉会し，引続いて清水元氏及

び東奥日報楠美編集局長の記念講演があって盛況裡に総

会を終了した。

本日選挙された支部役員は次の通りである。

支部長柳下鋼造

． 支部委員川田正夫(常任)，伊藤亥繩（〃），平

林修造（〃），重元熾，三浦忠夫,黒

河内雅次

支部幹事松岡和夫，中沢正美

（ロ）奥羽支部

○昭和9年理事改選は次の通り決定した。

佐藤正気，志賀保一，石川利治，広瀬誠,斎藤美鴬，

高坂久悦，岡森清治郎

○昭和’’年10月’’日集会を秋田クラブに於て開催

石原清逸氏の開会の辞，岡森清治郎氏から会務報告の

後代表員の選挙並びに委員の委嘱を行って，本部理事

太田勇治郎氏から興林会の鐵兄，搾長等についての講

演があり次いで懇談会，記念撮影を行って終了した。

本日決定した代表員及び委員は次の通り

代表員石原清逸

委員清野正爾，遠藤英之助，富鱈惚治郎，石

川利治，内藤信行，岡森溝治郎，高橋由

五郎，仁科正二，広瀬誠

○昭和12年3月18日集会に於て支部規則を改正した

○昭和13年7月1日総会,遠藤委員の開会の辞,原代

表員の挨拶に次いで会務報告，議案を審議して総会議

事を終了，続いで秋田鉱専教授栗原浩三郎氏，朝日新

聞小野静夫氏の識演会を挙行して閉会した。

○昭和14年7月1日総会を開催，原代表員挨拶，会務

報告，提案事項審議を以て議事を終り，陸軍中佐尾越

卓郎氏の識演があって散会した。

○昭和17年3月4日臨時総会を開催，分会設羅を内容

とする壷部規則の改正を行った。筒分会代表員を次の

通り決定した。

秋田染分会代表員阿部房一

山形県〃 〃 名久井政樹

○昭和18年7月10日総会を開催本部より柳下常務

窪事出席，会員約'00名参集，支部会務審議終了後，

農林技師杉浦勝一，柳下鍛造両氏の講演会を開催した

筒支部総会終了後，鈴木分会長司会の下に秋田県分会

の総会を開催し役員の選挙及び本年度事業方針の決定

等を行った。

○日林協奥羽支部総会

昭和26年8月26日秋田営林局に於て開催，来賓と

る。

②各支部の概況

（イ）東北支部

○昭和6年5月2日青森営林局に於て創立集会を開催

羽岡技師開会の辞,創立準備委員長大泉造林課長の創

立に関する経過報告，本部太田理事の一般会況説明の

後，東北支部の役員として松川恭佐，植杉哲夫の両氏

を理事に選出，次いで支部会則を提案決定した。集会

終了後会員菅修三，出口一重，稲葉広通及び本部理事

太田勇治郎の各氏による識演会を開催した。翌5月3

日には内真部国有林を視察して集会の行事を終った。

○昭和8年6月12日青森営林局に於て例会を開催，会

務報告並びに支部及び本部の事業経営その他について

協議した。

○昭和10年5月11日集会，大泉支部長代理原技師の

開会の辞に次いで会務報告，役員の改選，本部規約の

審議等を行った。役員改選の結果は鈴木市五郎，千田

正蔵の両氏を理事に選出，終って村井三郎氏による講

演会を薦催した。

○昭和12年1月28日集会に於て東北支部規則を改正

し，同時に役員を次の通り決定した。

支部代表員 藤勵信太郎

委 ・貢柴田栄，塚田庫三，竹田幾三郎，伊

沢延吉，戒能英四郎，石井衡,丸山

礼介

○昭和13年7月31日総会を開催会務報告の後議事

にスリ支部代表員の選挙の結果，河田悉氏が選ばれ，

支部細則の改正,委員及び会員総代の委嘱，各事業部

担任委員の指名等を行い，次いで藤島信太郎，三島超

海箪中佐吉川保の各氏の識演があった。

○昭和15年『こだま」の編集連綴者として常任委員伊

藤健夫，柳下銅造,藤田芳雄の三氏を決定した。

○昭和17年東北支部分会設立状況

一

ｰ

１

▲
d

一三

分会名｜事務、所 代表員名 |設立年月日
》
》
鋼

青森県庁林務課内

岩手県庁山林課内

宮城采庁林務課内

清水敬一

小宮小十郎

長谷川清三

昭17

〃

〃

15

16

17

１
１
１

○日林協東北支部第1回総会

昭和25年8月2日青森営林局に於て，林野庁長官代

理佐木業務部長，三浦参議院議員，柴田秋田営林局長’

本部から掻川理事長，松原専務理事，支部からは柳下青

森営林局長以下会員約150名が出席し，日林協東北支部

として改組後の第1回総会が挙行された。開会の辞に次

いで経過報告，柳下支部長，松川理事長の挨拶の後議事

－26－
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○昭和15年3月9日三会堂に於て集会開催，大泉委員

議長席につき，昭和14年度収支決算，15年度予算，

委員補充等審議。

○昭和15年「こだま」編集連絡者を高橋松尾,銭湯愛

雄，相場光重，池上久寿の諸氏に決定。

○昭和16年3月8日三会堂に於て集会開催，支部代表

員選出の件，昭和15年度決算16年度予算,委員補

充及び委嘱のfi等を審議した｡第3期支部代表員は引

続き大泉勝吉氏が選出された。

○昭和16年8月8日社団法人興剃鐙関東支部規則を一

部改正。

○関東支部各分会を設置，代表員を夫を次の通り決定し

た。

静岡県分会（昭16:10. 18） 名和議瑛
福島県〃 （昭ユ6．10．27） 孕石泰鎮

群馬県〃 （昭16．10‘､30） 佐藤正秀

新潟県〃 （昭16．11．3） 佐藤律五郎

山梨県〃 （昭16．12． 8） 佐藤利生

神奈川県〃 （昭16．12．16） 関口権次郎

千葉県〃 （昭17．1．ユ1） 千葉源太郎

長野泉〃 （昭17．1． ）堤時夫

○昭和17年4月以降支部月報を廃止

○昭和17年11月1～2日関東支部大会を長野県西筑

摩群王滝村の木曾御料林内に於て開催，出席者161名

1日午前8時開会，本部近藤理事の挨拶，関東支部鈴

木常務理事より支部の経過報告,地元の堤長野染休務
課長，太宰木曾支局長の挨拶等あって後関西支部

（金井氏)，壮林会醍氏)，林政会(近藤氏)，専友会

（安藤会長)，林業技術研究会(鈴木理事長)，六局連合

会(町田理事長）等より夫を祝辞の朗読あり，次いで

本部柳下理事の本会活動状況についての説明の後磯事

に入る。太宰支局長議長席につき関東支部塚野常務理

事より次の議案,(1)分会活動の強化に関する方策（2）

興林会運動の強化に関する方策侭)大東亜林政推進に
関する方策，の説明があり夫を委員会に附託すること

に決し，委員長に高須新，後藤克人，雨宮四郎の3氏

を推薦，夫凌各委員会に於て検討，成案を上程して報
告通り議決し，続いて長野祭分会から緊急動議が出で

次の宣言文を上程可決した。

宣 言

御稜威の下肇国の大理想を世界に顕現せんとす

るの秋我等興林会員は其の職域を通じ大東亜共

栄圏確立に迩進して皇運を扶翼し奉らんことを

期す

昭和17年11月1日 興林会関東支部

少憩後帝室林野局木曾支局佐治技師及び東大農学部

して林野庁長官代理藤村指導部長，三浦参議院議員，

柳下東北支淵辰，本部から松川理事長及び松原専務理

事が出席し，当支部から野村秋田営林局長以下会員約

220名参集して挙行された。水野事業剖張の開会の辞

会務報告,Wil理事長挨拶の後鈴木秋田采林務部長

議長となり，支部規約，支部長選挙,事業方針等の議

事を終えて野村支部長の挨拶を以て総会を終了した。

続いて日本林学会東北支部総会を開催，午後は藤村重

任氏の講演会及び会員の研究発表会を挙行した。本日

の総会に於て選出された支部役員は次の通りである。

支部長野村進行

常務委員水野金一郎，島本貞哉，田村栄三
､

委 員鈴木菊蔵,青柳卓郎，四宮正介

幹事深沢長之恥西塚弘

（ハ）関東支部

○昭和11年10月15日関東支部錘1を制定

関東麦部創立委員，伊藤正斌，早尾丑麿，大泉勝吉，

太田勇治郎，島田錦蔵，島本貞畿杉浦庸一外4氏

○昭和11年11月21日三会堂に於て委員会を開魁

大泉勝吉氏より支部設立経過説明があり，支部委員の

決定，会務審議を以て閉会，引続き晩餐会を開いた。

昭和ユ1年度関東支部委員

中島海老蔵，小野達道武藤博忠，山内倭文夫，鎮

西真郷，浅見長三郎，菊地捷次郎，犬塚悌三，斎藤

睦郎，工藤八郎，遠蕊嘉倣，和田武雄，澗田竜彦，

山内俊枝，相川茂宣，芝本武夫,塩谷勉，中村忠雄

孕石泰鎮，深田雅治，広江恭四郎，猪瀬喜久，小泉

清，丸山秀雄，久保時男，木暮藤一郎，宮田長治郎

○昭和13年度支部委員

中島海老蔵，小野達道武藤博忠，山内倭丈夫，河

田燕，吉田丈一郎，浅見長三郎，菊地捷治郎，斎藤

睦郎，工藤八郎，遠藤嘉敬,相川茂宣,芝本武夫，

塩谷勉，中村忠雄孕石泰鎮，広江恭四郎，猪瀬喜

久,小泉清，丸山秀雄，久保時男木暮藤一郎，千

葉源太郎，佐藤利生，弁_上太循，和田敏政

○昭和13年事業部担当者

山内倭文夫(宣伝部)，河田燕(出版部)，小野達道

（職業紹介部)，武藤博忠(燃買部)，工藤八郎(興益

部)，菊地捷治郎(発明奨励部)，斎藤睦郎；遠藤嘉

敷(林野経営指導部)，中村忠雄(共済部)，洩見長三

郎(庶務会計部)，相川茂宣・芝本武夫・塩谷勉（検

定試験部）

○昭和型年3月4日総会開催，森三郎氏座長に推され

浅見委員より13年度決算， 14年度予算の説明，武

藤委員より13，14年度事業説明あり，次いで委員補

充選出の結果，委員は大泉勝吉氏以下32名となった
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嶽鋤教授両氏の講演があり，引続いて御料林の映画

を上映して第1日を終り，第2日は2韮に分れて御料

林内を視察，本大会を終了した。

○昭和18年3月6日支部総会を三会堂に於て開催,塚

野委員から昭和17.年度事業経過報告，小山委員から

決算報告，次いで麦部長改選に入り大泉勝吉氏が重任

と決定し，支部委員改選の結果，浅川林三氏外30名

が選出された。

（二）関西支部

○昭和7年7月29日大阪営林局に於て創立発会式を挙

行した。

創立発起人小寺農夫，丹羽岩槌，舟木直四郎，大西

光之助，三根毅

小寺農夫氏の開会の辞に次いで支部会則の決燈，役員

の選挙等を行い，役員挨拶，祝辞朗読等あって閉会し

た。続いて国際飛行場長航空官佐倉木利吉郎及び会員

市原弥太郎両氏の講演会を開鰹した。当日選出された

役員朧次の通りである。

理事小寺農夫，吉江注，丹羽岩槌舟木直四郎，

大西光之助，三根毅

○昭和8年6月24日小集会を大阪営林局に於て開催，

会務報告等を行った後小寺農夫氏及び土肥俊氏の講演

があった。

○昭和11年5月26日集会を開催，楠正治氏の諦演が

あり，叉当日役員の改選が行われ次の通り決定した。

代表員吉江注

理事藤井伝太郎，滝内周三，弓崎貞夫，市原弥

太郎，棚田清吉

○昭和17年関西支部分会設立状況

和歌山県分会（昭17．2．24）代表員森繁樹

兵庫県〃（昭17．2．24） 〃 ‐近藤直晴

岡山県〃（昭17．2．28） 〃 池田大助

山口県〃（昭17．3． 4） 〃 和田 尹

富山県〃（昭ユ7．3． 4） 〃 高島太蔵

滋賀泉〃（昭17．3． 6） 〃 梶木治郎

広島県〃（昭17．3．23） 〃 波多野源治

三重泉〃（昭17．3．27） 〃 大西福掻

岐阜泉〃（昭17．4．13） 〃 （山林課長）

鳥取県〃（昭17．4．24） 〃 武田信雄

○昭和24年1月6日』日林協関西支部の細則を制定し

同時に役員を次の通り選出した。

支部長島本貞哉

常任委員藤本恭助，小田糖，白井弥栄

委員浅井吉次，関沢成則，井手千代一，松田

悪，大賀正男，井上一郎

叉各府果分会並びに学校分会の分会長を次の通り決定

した。 ，

府県分会荒木正重(京都)，小野達道(奈良)，小山軍

之助磁賀)，井上税C福井)，小*職(鳥取)，中岡義

雄(兵庫)，鳥林理英(三重)，高木久男(石川)，十和

田宏(大阪)，野沢徳郎(岡山)，中沢和夫(和歌山)’
、

荒川潔(島根）

学校分会松島良雄(京大及び京都農専)，川田蕊次郎

（三重農事，原勝(鳥取農専）

○聯ﾛ25年5月17日関西支部総会を京大農学部講堂

に於て開催,林野庁より長官代理として佐木業務部長

及び田中林産課長，三浦前林野庁長官，並びに平野大

阪営制掃長，京大から佐藤名誉教授,沼田教授,本部

から松原専務理事,支部管内各府県林務課長,営林署

長その他会員約200名側席して職大に挙行された。浅

井委員の開会の辞に次いで本部松原理事が松川理事長

挨拶を代読，島本支部長の挨拶の後，白井委員から業

務並びに会計報告を行い，沼田教授が議長となり,議

案を審議した。終って三浦前長官の挨拶と佐藤博士及

び大毎高橋信三氏の諦演があって散会した。筒本日の

総会に於ては支部細則の一部改正と役員の補充改選が

行われ，新役員は次の通り決定した。

支部長島本貞哉

常任委員麟野恭夫，白井弥栄，飯田忠一，小和田

宏，松島良雄

委 員井手千代一，松田感，井上一郎，浅井吉

次，関沢成則，田井秀夫，安達滝雄, il1
本安秋，堀内勇作，甲斐重憲

○支部長島本貞哉氏転任の為め，昭和25年10月改選

の結果新麦部長に大阪営林局長平野勝二氏が就任した

○昭和26年10月20日関西支部第2回総会を奈良市

学芸大学に於て開催，平野支部長，小野奈良県分会長

の挨拶に次いで，支部の運営に関する件その他議案を

上程可決し，別項の決議文を決定．本部松川理事長祝

詞を述べて一応閉会．引続き奈良県観光課侭本節重氏

の瀧演があって後東大寺を見学して第1日を終り，第

2日は吉野林業を視察した。

決議文

興林会の創始から日本林業』麺怖協会が今日の隆

雛を見るに至った過去30年の歴史を回顧し，

弦に先輩の業績を讃へると共に現下の諸情勢に

鍵翠林業の劃蠅，涙興を図る責務を痛感する。

この秋に当り我点は，

’、 中央地方を通じ土地産業に基盤をもつ機

織として確固たる制錐行政の確立を期する

こと

2．会員相互に職力し会の拡充をはかると共

《
』

ざ

1

Z

全

一

1

－28－



P』 宙

日林協創立三十年史（’

’

喜，購買部藤井三郎，野沢徳郎，興益部・共済部

・発明奨励部・林野経営指導部小寺農夫，広中謙

輔，潮見芳輔庶務会計部堀内擁喜,土居長男

○昭和13年6月29日第5回総会を開催，会務報告，

興林会近況報告等あ･って閉会，続いて会員髪岡博氏の
講斌会を開催した。支部長石原清逸氏

○昭和15年度『こだま」編集連絡者は高知営林局の中

沢淑氏に決定。

○昭和16年6月11日節6回総会を高知営林局に於て
開催，会務報告，役員の改選，支部規則の改正その他
を審議した。代表員神谷局長（再選）

○昭和17年四霞支部各果分会の設立状況

徳島染分会（昭17．1．29）代表員小坂夏太

香川県〃（昭17．1．30） 〃 栗原吉雄
高知県〃（昭17．2．1） 〃 佐々木堅一

愛媛県〃（昭17．2． 6） 〃 伊藤隣一

○昭和23年12月25日，日林鰯四国支部総会を開催

本部より松川理事長出席して支部規則役員の選出等を
行った。

支部長佐藤公明，委員金井彰,木戸三郎，辰己

俊吉，連絡委員古巻太之助，黒田隆男，三好友，
立石専三，萩森隆一，林茂

（へ）九州支部

○昭和6年4月27日創立発企会を熊本営林局に於て開

催，吉江汪氏を議長にして麦笥厳立並に支部運営に関
する事項を協議決定した。理事として原耕太，大島卓
司の両氏を選出した。

○昭和6年5月15日寺崎博士の来熊を機として第1回

の例会を熊本市偕行社に於て開催。

○昭和8年1月21日熊本市公会堂に於て支部例会を開

催，原理事転任に伴う後任理事として遠藤英之助氏を

選出し，大島理事から会務報告を行い，続いて熊本営

林局長村田為治氏及び九大教授片山茂樹氏の講演があ
った。

○昭和9年大島理事転任に伴う支部理事の補欠選挙は黒

河内氏が当選した。 、

理事遠藤英之助，黒河内雅次

○昭和10年5月n日熊本市公会堂に於て支部例会を

開催，本部理事太田勇治郎氏出艤理事改選その他意

見の交換を行った。理事村田丈之助，近藤良誠

○昭和12年1月30日九州支笥麓1回総会を熊本市公

会堂に於て開催，野坂秀歳氏の開会の辞，佐木義夫氏

の鋤識により議長を田中波慈女氏に推し，進藤正人氏
から会務報告を行い，代表員の選挙，支部規則案等を

上程審議して閉会した。役員及びその職務分担ば次の

通り。代表員中金鏑三，常任委員田中波慈拳土

艇搾裟に高縫の零膳割安術を導入，浸透せし

め先薙の琴を更iこ躍僅せしめることを期

すること

右決議する

昭和26年10月20日

日本凋譲技術協会関西支部第2厘聡会

（ホ）四国支部

○昭和6年4月12日高知営林局に於て創立集会を開催

支部の名称を興林会四国支部と決め役員の選出，本部

へ希望すべき事項その他を協議決定した。次いで赤松
高知測候所長及び山内高知高等学校教授の講演会を挙

行した。出席者約40名，理事関重雄，公文正友。
○昭和9年9月15日高知営林局に於て第2回総会を開

催，片岡善一氏の開会の辞に次いで会計報告，支部会
則の決定，役員の選挙等の審議を行って後郷土史家

の寺石正路氏,会員の宮崎榊氏及び種子島秀彦氏等に

依る講演会を開いた。出席者43名。

本日選挙された役員ば理事長藤島信太郎，理事片

岡誉一，公丈正友，潮見芳輔，野沢徳郎，広中謙輔
○昭和10年12月22日第3回総会を高知営林局に於

て開催，出席者45名，公文理事開会の辞，野沢理事

会務報告の後代表員の選出，委員の指名，定款の改正

その他の審議を終え村上高知営林局長の祝辞があって

閉会，続いて会員宮崎榊氏及び筒知図書館長中島鹿吉
氏の講演会を開催した。

代表員，小寺農夫委員，片岡誉一，公文正友，潮

見芳輔津野英吉，土居長男，長江房吉，野沢徳郎

広中謙輔，堀内擁喜，宮崎榊

○昭和11年度役員

代表員小寺農夫,委員片岡誉一，潮見芳輔,土

居長男,長江房吉，野沢徳郎，広中謙輔，堀内擁喜

津野英吉，公文正友，伊藤隣一・

○昭和11年10月3日第4回総会を高知営林局に於て
開催，出席者81名，小寺代表員の開会の辞，堀内委
員の会務報告に次いで支部規則の改正案等を審議し，

小寺代表員の閉会の辞に読いて稲川陸軍大佐並に高知

高等学校富田健助教痩の講演会及び映画鑑賞会を挙行

した。

C昭和12年1月28日支部規則を改正し，叉役員を次

の通り改選した。

代表員村上正彦,委員小寺農夫，片岡誉一，潮

見芳輔，土居長男，野沢徳郎,藤井三郎，広中謙輔

堀内擁喜，宮崎榊，津野英吉，伊藤隣一

又各事業部担当者を次の通り決定した。

宣伝部片岡誉一，津野英吉，出版部宮崎郷野
沢徳郎，職業紹介部村上正彦，小寺農夫，堀内擁

、
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屋純造片山茂樹，委員野間隆一，矢部立志郎，稲

葉広通，佐藤正助，野坂秀歳，佐木義夫,重掻義則′

山本光政大原守治，鈴木一郎，粟野武雄，成田精四

郎，大串義六，黒田荏次郎，佐藤律五郎，白石英夫’

荒川潔,藤岡英雄高木満吉，山永繁

職務分担の係員は次の通り

総務・会計・職業紹介係

田中波慈女，白石催紀保，野坂秀歳，白倉秋也，安

武弘，篠田六郎，山口達喜

共済・興益・職買係

土屋純造，赤塚準一，佐木義夫，進藤正人，福山徳

次，日高敏，湯谷文

発明奨励・林野経営指導･検定試験・出版係

片山茂樹蓑輪満夫,川越千代三，田島文夫

○昭和25年5月19日 日林協九州支部第1回総会を

熊本営林局に於て開催，林野庁より湾水元氏，前長官
三浦辰雄氏，九大西田屹二教授，本部松原専務理事，

その他支部管下会員150名出席,小幡準備委員長の挨

拶,次いで西田教授選ばれて議長席に就き，清水準備

委員経過報告の後議事に入り，支部規約，支部役員の

選出，事業計画，収支予算等の審議を行った｡午後は

第1回林業技術協会賞受賞者，会員日高蕊実氏の記念

識演，熊本大学教授浅井東一氏及び林野庁清水元氏の

特別講演を行づて散会した。

九州支部役員支部長塩見友之助

常任委員小幡進，清水健介,相馬丑五郎，委員

佐煮木堅一，横尾助二，高津戸益美，後藤武夫，大

賀正男，田島文雄，二宮静夫，顧問西田屹二

地方理事小幡進，相馬丑五郎

○昭和26年7月ユ7日第2回総会を大分県日田市に於
て開催，本部から松原専務理事出席，参会者数約150

名，小幡常任委員の開会の辞に次いで大分県林務課長

後藤武夫氏が議長席に着き，支部長改選の件その他の
議案を上程審議した｡閉会後日本林学会九州支部の総

会が開催され，続いて日田地方事務所林業課長宮川象
三氏の記念講演が行われ，午後には林学会の研究発表

会が開催された。筒本日支部長改選の綣果次の通り決

定した。支部長大坪藤市嘩本営林局長）

○昭和26年8月24～25日薪炭林施業識習会を東京農

大教授片山茂樹氏を講師として大分采南海部郡画1I村

の民宥林に於て開催した。受講者数66名。

（卜）朝鮮支部

○当初の棲構は詳らかでない力窪事としては欠員の鑑，

その事務辰扱を松岡脩三氏が担当された。記録による
と会員数は

昭和7年5月現在 280名

昭和8年3月31日現在 292名

〃9年3月31日現在 280名

であった。

○昭和11年12月24日輿林会朝鮮支部の規則が制定

された。それによると事務所は「京城府朝鮮総督府鍵

林局林業課計画係内に置く」又附則に「新たに代表員

選任せらるる迄松岡脩三を以て代表員とす」とある。

○役員の選挙を行い（年月は不明）次の通り決定した。

代表員伊藤重次郎，委員松岡脩三，佐倉木達，
長尾誠

○昭和17年，長年支部長として会務に尽捧された井芹

正氏は退官されたので後任として石田常英氏が麦剃張

に就任。

○その他不詳

（チ）嘩太支部

○昭和11年12月4日興林会樺太支部設立，代表員
今見昇

○昭和12年1月28日支部規則を制定。当時の役員は

代表員今見昇，委員田畑山司』新関恒太郎，藤田

彰介，三島慾，宮本三郎

○事業部担当者（昭和12年頃）

検定試験部・職業紹介部今見昇

宣伝部・林野経営指導部田畑山司

出版部・共済部 新関恒太郎

興益部・発明奨励部 三島慾

購買部・庶務会計部 藤田彰介・宮本三郎

○昭和15年「こだま」編集連絡者

樺太庁林業課宮本三郎

豊原林務署 細田正美

○支部事業の一部として雑誌「寒稽林」を発行した。

（ｿ）台湾支部

○昭和12年7月15日創立，支部規則を制定した。

設立委員上野忠貞，倉田猛，佐野宗一

代表員上野忠貞，委員天野正名，倉田猛，宮田

安,野仲忠彦，稲田一男，佐野宗一，会員総代西

海枝満寿夫榊原一喜，大橋準一郎，鬼塚林，森太
三郎，遠藤彦右衛門

○昭和13年5月22日台湾支部第1回総会を台北市教

育会館に於て開催した。時恰も台湾山林会創立15脚

年に当り，山林会大会，熱帯林業大会，林業資源展覧

会等が華をしく開会中であった為島内会員の参加も多

く，叉内地からも藤岡，杉浦両本部理事，中村林野局

試験場長,沼田京大教授，西田九大教授等約20名の
来賓の臨席もあった。

上野支部長創立以来の経過報告，杉浦理事の本部事業
の説明の後，総督府警務局斎藤警部より高砂族に関す
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沢洲二，井口伍郎，委員曾根正孝，百瀬凱二，田

中重五，顧問大塩義男森三郎

（ワ）札幌支部

○昭和24年8月27日第エ回総会を北大農学部大講堂

に於て開催支部設立世話人三宅童亮氏の開会の辞に

次いで経過報告を行い，猫田竜彦氏選ばれて議長席に

着き，規約の審議，役員の選出，事業計画及び予算等

を決定し，新支部長挨拶，本部松原専務理事挨拶等あ

って会を閉ぢた。

役員支部長加納秀雄，常任委員奥村親作，村

井延雄，柳沢聰雄，小林庸秀，三宅重亮,委員仲

鉢準》近貞一，小城清二,勝田孝雄，渡辺宗治，

安藤五朔，松田昌一，島川助市，安藤勇兵，仲野光

吉，山中敏夫

（力）帯広支部

○昭和24年11月30日第1回総会を開催，支部規約
＄

の制定，役員の選出，予算その他について議案を上程

可決した。

役員支部長植田守，常任幹事片岡正二郎，小

林一良，都田明利義,幹事各分会から1名

○帯広・北見両麦部連合大会を昭和25年9月25日帯

広営林局に於て開催，本部から松川理事長出席，植田

帯広支部長代理石田経営部長司会の下に来賓及び会員

約150名出席して挙行された。片岡常任幹事の開会の

辞に次いで帯広，北見両支部長挨拶，松川理事長挨拶

の後，経過報告，磯案審議を行った。終って松川理事

長北大教授今田敬一氏，同中島広吉氏の講演があっ

て散会した。

（ヨ）旭川支部

○当初の経過は詳らかでないが役員は次の通り。

役員支部長石川健康，常任幹事福森友久，沢

田伝,坂根次男，幹事佐藤三郎，古館新一，高橋

延清，深町利将，梅沢勝美本多信夫,､顧問小川

保男，浜田透

○昭和.26年8月20日旭川営林局に於て旭川支部第3

回役員会を開催,来道中の松川理事長も出席し，支部

役員選出，事業計画，その他について協議した。

○昭和26年役員を次の通り改選。

支部長唐沢繁夫，常任幹事．沢田博，石田窓次，

松島感太，幹事本多信夫，小島政道赤間兵悦，

高橋延清，永田哲男，梅津勝義，小*鴨妥秀，顧問

岩野三門，浜田透事務担当者住友泰

（タ）北海道支部連合会

○昭和24年8月27日創立，北海道の特殊性に鑑黙，

道内の札幌，旭川，裕広，北見及び函館の5支部の連

（35頁につづく）

る講演及び映画会を催し散会した。

○昭和15年「こだま」編集連絡員を高野綱治，中原輝

章，中村進，大木亥左夫の諸氏に決定

○昭和15年支部代表員に倉田武比古氏が当選した。

（ヌ）前橋支部

○昭和25年2月4日第1回総会を前橋市群馬県教育会

館に於て開催三浦林野庁長官，伊藤新潟大学農学部

長本部松川理事長，松原専務理事等出席して盛大に

挙行された。浦田竜彦氏の開会の辞に次いで星群馬県

林務部長が議長となり，会務報告，支部規約,役員の

選出，林業技術振興決磯等を審議決定した。続L,て新

潟大農学部長伊藤武夫氏の特別講演があり，叉会員の

研究発表会を挙行した。

役員支部長大島卓司，常任委員澗田竜彦，小

田精，星利学，委員三井鼎三，塚野忠三，津田末

吉，日野通美

○昭和26年5月10日新潟県分会，焼発表会を新潟市

県森連会議室に於て開催，津田林務課長，三宅新潟大

講師，船引新潟大助教授の3氏が審査員となって県内

会員9氏による研究発表が行われた。

○昭和26年9月15日前橋支部第2回総会を前橋市群

馬県教育会館に於て開催，役員の改選その他を審議決

定した。

役員支部長加納秀雄，常任委員石川健康，小

田精，潜水元,委員三井鼎三,長井英照,津田末

吉，澗田竜彦

（ル）長野支部 ．

○昭和25年10月15日第1回麦畜I聡会を松本市信州

大学識堂に於て開催，本部から松)I陸事長，松原専務

理事，来賓として名古屋支部長野村進行氏，日本学術

会議会員原田泰氏，日大教授太田勇治郎氏その他会員

ユ20名出席して挙行された。支部規約，役員の選出，

事業方針及び予算等を上程可決し，松ﾉll理事長挨拶，

"")II林野庁長官，信州大学長，長野県知事等の祝辞が

あって総会を終り，続いて記念講演会に移り，岡島呉

郎氏，太田勇治郎氏及び信州毎日副社長本田助太郎氏

の講演があって散会した。

役員支部長後藤克人，委員池田溝次郎，矢沢

頼忠，銅II幸一，大友栄松顧問鈴木秀雄

（ｦ）と古屋支部
○昭和25年5月16日名古屋支部第1回総会を名古屋

営林局に於て開催，三浦前林野庁長官及び本部から松

原専務理事が出席し，支部規約の制定，支部長選出，

役員の委嘱等を行い今後の支部運営方針その他につき

協議ついで会員の胴溌発表会を行った。

役員麦部長野村進行，常任委員加藤春雄，相

一

一

ヘ

－31－

一



ﾋﾄ ー

〃

|~一一匡享夛勇ﾄ機 ilI _､.___ r _ .___ !

－－－蕊=三 一一J1－土ﾆｰｭ蝿ﾊ氏の合同葬儀

－準備のメモー

林野庁刑暁普及課長補佐佐野郁郎，日本林業技術協会測量指導部

次長堀江友義,青木航空株式会社運航紙局初II忠一，同整備課長春

日秀康，アジア航空測壁株式会社運航部長丸山今朝重，同撮影課長

井上行雄は公用にて北海道へ出張の途_上,飛行機事故のため福島采

南会津洲蛎原町結能峠附近にて不慮の災難Iこより殉職致しました。

ここに生前の御厚誼を深謝し謹んで御通知申上げます。

追って葬鶴ま左記により合同葬にて執り行い霞す。

一．於港区芝，万年山青松寺

一・ 10月15日午後1時 （一般挑香午後2時－3時）

昭和29年10月12日 ．

鱗：

一

遭難現場から遺骨がそれぞれの留守宅へ還った翌日，以上の文面

で，林野庁，日本林業技術協会，青木航空株式会社，アジア航空測

量株式会社の四者連名の葉書が関係方面へ発送された。

昨日までの遭難機捜索本部はそのまま合同葬儀の本部に移行し，

今までとは別な忙しさに明け暮れすることになった。式の順序につ

いて青松寺側との打合せ，各遺族との連絡,葬儀社との接捗，申込

まれた花輪の受付註文等その他細為とした用件が沢山ある。

13日午後青松寺へ準備員が集まり，当日の進行方法や式場の施

設等について総打合せを行った。翌14日午前本部の日林協で最

後的な打合せが済桑，当日を蓑つばかりとなった。

明けて15日，その日はまぶしい位の快晴であった。そのために

かえって暗くさえ象える本堂の式場には所せまいまでに花輪が飾ら

れ，六氏の俗名を書いた札が遺骨の到着を待っていた。

正午頃から故人の遺骨と写真を棒ぱた遺族の方々を乗せて，自動

車が次々と到着した。タイヤのきしりが迎える者の耳を打つ。喪服

姿の佐野夫人が三人の鈴子橇方と共に降り，堀江氏の母堂が前後し

て到着する。遭難以来何度か顔を合せた他の遺族の方をも，それぞ
・ &

れの車で熟えた。どなたもつきない悲し象の情を緊張でおさえてい

る面持ち，控室へ消えてゆく後姿漣はさすがに樵悴の色がうかがえ

た。やがて本堂に遣播と写真が安置された。仏壇の左右にほ各氏が

生前の所属先から送られた7露が所せまきまでにかざられ，その他

ゆかりの人盈から贈られた7鐸も場の内外に禿ちてその数60に達

している。林野関係，航空関係.測趣関係の機関諾団体をはじめ，

個人よりのものもある。中に農林大臣もあり東京都知事よりのもの

もあり，生前の偉業が今更にしのばれる。生花も16に上り，ふく

いくと静かな香りをただよわせていた。

本堂前の広場の左側には受付が設けられ，それぞれの所属にわけ

て係員が参列者を迎え，名刺を受けたり，記帳をした。
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ど戸一チクラブト機遭難六氏の合同葬儀
一 一

－

一葬 儀一
必

時刻が迫るにつれ，参列着の数がますます増えて式場にあふれるぼどである。農林大臣と林野庁長官ほ当日は北海

道へ出張中で代理の方が席につく。三浦横川両参議の顔も見える，北海道から急ぎ参列した札幌営林局長，叉捜索

隊の最初から，発見までお世話になった篝掻営林懇長もみえた。東大中村教授や寺崎博士等林学の先輩諸先生も来て

おられる。航空関係でば航空局長官をほじめ係官，民間航空嬢会社の社長あるいば代表の方々が参列。

午後1時，導師以下10人をこえる衆僧により，読経がはじまった。式場内外は－1廃寂として，砂利を踏む参列者

の足音童で遠慮がちにきこえる。

その頃,空には僚友の死を悼む慰霊飛行に飛び立ったセスナ一機の爆音がきこえ,青松寺の上空を低く円を描いて飛

漂。やがて，そのうちの－－機は山門の上から本堂の正面へ向って降下し，翼を振るかと思う一瞬，心からなる花束を

投じ，本堂の屋根すれすれにj舞い上ってゆく。他の一機もまたこれに続き，爆音を聞いた人食の胸に強くひびいた，

蕊
指導部長が林野庁長官弔辞を代＊ 松川理事長弔辞朗読 人の涙をさそう。

場外でば山門の外へあふれる程行列が長くなった。立ち並ぶ人なの中には日本林業協会長大村清一代議士や全国林

業改良普及会長高橋進太郎参議の姿も見える｡近県の林務部課長，営林局関係，林業試験場，林野庁の各職員，故人

や遺族の知己である老若男女が入り交って，静かに待っている。千名にあまる人数である。

午後2時予定通り，本堂の式は終り，焼香台が本堂の入口近く爬据えられ，本道の正面を開き，一般参列者の焼香

に移った。

継禽として昇る香煙も多勢の焼香のため堂内にこもり，壇の上の写真もおぼろげに見えるほどである。左右にいな

らぶ遺族の方盈は静かに面を伏せておられる。焼香者は今更ながら死と生の別れ目を強く感じ，深く頭を垂れて故人

の御冥福を祈るのであった。

午後3時一般の焼香も終って残った係員の堵列に見送られ，再びしっかり'と遺骨を胸にかかえた遺族の方左の車は

静かに青松寺を出ていった。

毛

､塁

さしも廠大な合同葬儀もこれで終ったのであるが，緊張がとけると同時に言い難い寂蓼感にひきこまれたのは筆者

ばかりでばないと思う。 （林野庁研究菅ｿ吏課・竹越記）

弔 辞

社団法人日本林業技術協会測量指導部次長，故堀江友義君の御霊前に申し上げます。
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ピーチクラフト機遭難六氏の合同葬儀

昭和29年9月25日，堀江君ら一行6名を乗せた青木銃空ピーチクラプト擬璽雌の急報により，私共は取り敢えず
角

林野庁，航空局，その他あらゆる関係会社団体の方灸と共に，八方手を尽して捜索を開始致し童した。

1日経ち，2日経ったが，未だわからない。焦る気持は押え難く， どうか無事であってくれれば良いが，と専ら念

じつつ全力を尽しましたがその飛行機の姿は見当らない。 しかし， なおも捜索に当る方盈の文字通り不眠不休の努力

が傾注されたのであり霞す。

その後一行を乗せた飛行機は，折悪しく急変した気象情態に遭い，関東，東北地方の上空を飛行したのを見た，聞

いた，等の楕報が各地から頻凌として入りました。現地情報を唯一の手がかりとして，空中と地上の立体的捜索をく

まなく続けましたが，昨日も今日も捜索隊の方典は空しく帰る日を繰り返すばかりでした。

かくしても朧や長期捜索の段階に入るのではないかと一同憂慮致しておりましたとき，10月9日福島采南会津郡楢

原町結能峠の山腹で遭難機発見の報が捜索本部を俄に動揺させたのであります。 しかし君は再びこの世に帰らざる人

としてお迎えしなければならなくなったのであります。お迎えがおくれて』洵にお詫びの言葉もありません。堀江君

と同乗された林野庁の佐野郁郎さん，青木航空の市川忠一さん,春日秀康さん，アジア航空の丸山今朝重さん，井上行

雄さんも御一緒に逝去されました｡皆さんはそれぞれの職場において欠くべからざる要職にあったの桑でなく，これ等

_の方々の卓越せる技術は他の人盈の追随を許さないものでありまして，筒一廟痛惜の念に堪えない次第であります。

堀江君。君は飛行機が好きであった。叉仕事も好きであった。君の仕事好きはあまりにも有名で，あたかも故障の

たい機械の様にたゆまなくそして真塾に働いて下さいました。日本林業技術協会に測堂指導部が新設されるや，同部

の次長として在ること2年有余，あらゆる困難なる障害を克服して漸く軌道に乗らんとしている今日迄の基盤は，堀

江君の功綴に侯つところが実に大きいのであります。

堀江君は，宇者鱈高農をおえ，直ちに満洲国政府に奉職し，応召，復員，等多事多難の経歴をもって38才の今日

に至る迄，蕊に男らしいという一語に尽きる生涯であったことを私共は知っております。

思えば君は愛する飛行機と運命を共にされたのがせめてもの，慰さめでありましょうが，残されたご家族の御胸中

察するに余りあるものがあります。協会と致しましても堀江君を失ったことは， この上ない損失でありますが，我を

残りの一同は，君の愛い意志を継いで，航空写真技術の向上と，その真価を発揮させるために，一層奮斗努力するこ

とを誓うものであります。

今，君がありし日を思いて哀惜にたえず，ここに蕪辞を捧げて謹染て御冥福を祈り上げます。

昭和29年10月15日 日本林業#封愉協会理事長松川恭佐

〃

釦

創慰醗鶴
問むらさきもんば病について．

①なぜカホン科植物を間作すると発生しないのですか。

（2）土製の物理的及び化学的性質によって被窪に差があるで

しょうか。

（3）土製水分と発病には何か関係があるのですか。

（4）全国的に発鐘-るのですか，それとも特に分布地域があ

るのですか。

（5）石灰はどの程園と撒布するのですか。
（千葉県林務諜営林係）

答

(1)むらさきもんぱ病にかからない植物はカホン科だけです

この病気がひどく出た畑地にカホン乗似外の植物を植えま

すと．これもまた挫かされます。それでやむを得ずカホン

科植物を数ケ年間作るわけですが．土の中の病菌は寄主に
ならない植物．いいかえると義分をとることのできない植

物しかありませんので，繁殖することが不可能になり．漸

減してゆき，ついには死滅してしまいます。

（2）（3）くわしい数字的なことはわかっていませんが，極蝋

な乾燥地湿地，有機質の不足な場合，醗度の低い(pH

価の商い）ところに多く発生するといわれていまプｰ。
（4）全国的に発生します。

(5)ある試験によると反当80賃与えたら好結果をおさめた，

とありますが，これはその土地女女によって差があること

と思われます。 （林業試談場技官農簿伊藤一鐙
▲

問樹病講座の4の(6)さし木の項を読みまLて50年，

100年のも緑枝そのものの年令には変化はないと書い

てありますが，若しそうだとするとさし穂を20年生，

50年生，100年生と樹木の年令にかかわりなく探頭し
ても，さしつかえない事となりますが，私達の読んだ

本には間伐適令期の樹木が適当であると書かれてあっ
た様に記憶しますが，この点いかがでしょうか，御教
示下さい。 （千葉県林務媒営林係）

答

私はここでは．さし木苗を蕊成するのに適した級樹の樹令

をいっているのでは決してありません。『当揚千葉茂氏によ

ると，スギの蕊の寿命は約3年で．3年たつと更新されると

いうことである。そうだとすれば．20年生の台木から出た葉

だろうと，また100年生の老木の蕊だろうと．蕊それ自体の

年令はせいぜい3年だという，ことになると明らかに述べて

いるように．葉の寿命（枝に着生する期間）をとりあげてい

るのです。 （林業試験場技官農簿伊藤一雄）
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ある。防水布の実際の被覆面積は1,300平方眼となる

が，100平方沢当り1ポンドの割合で，13ポンドのメ

チルプロマイドを要した。ガスを導き入れてから24時

間放置する。その間ガスは循環し，地中に彦透してい

く。それから防水布は，風のない日に，15秒か20秒の

蹄こ撤速に取除き，残っているガスを空中に消散させ

る。その後，土地は播種や移植の準備が整ったこととな

る。

この方法を全面的にE1sbrryに於て使用して，除草

の実費を1エーカーにつき550ドル域ずることができ

た。災蛭した土壌漣生産される苗木は，§誇率はやや落

ちるが，苗木ははるかに良質で，活力のあることが立証

された。例えば,Cottonwood(ハコヤナギの-種）は

苗床を発芽する期間中湿しておかねばならず，この繕果

として多くの雑草を生ずるので，苗木緯育ちにくいので

あるが，メチルブ戸マイドで狸した土塞糎は，殆んど

雑草が生えないので，陳草による小さな苗木の損失がな

く，すぐれた生長をしめした。すなわち，無処理の土壌

に育った苗木よりも22吋高く，直径が1f吋大きかっ

た。

この処理法ほ，地表数吋の範囲にある有涛伽を礎裏す

るだけであるので，土壌は，風や，雨や，影響をうけた

土壌層の下にある有機物から幾分かば入ってくる新らし

い有機物によって，速やかに効果的に増大する。

一抄録 ‐ロー戸壺－－両｡ﾛ－吟‘ー曲り Lー一●｡－F一室■

メチルブロマイドによる

雑草の駆除

(JournalofForestry
Marchl952 よウ）

× × ×

頭正寛
丘
〈

且

〔29．9 20受理）

一一一罰一一ｰ畦幸＝『和

一
二
一

除草作業は，たいていの苗畑で常に高価につき，煩わ

しいものとされてきた。 EIsberryで1949年と1950年

に，メチルブロマイ1寺を使用したところ，雑草が満足に

駆除されただけでなく，苗木も良質で活力のあるものが

牛産された。

この方法は，苗床に気密なカバーをかけてガスを発散

させ，これで地中の昆虫・雑草のタネ・立枯病菌等を駆

除するのである。カパーとしては最初防水紙が使われた

が，紙では，取扱っているうちに土湿と露を吸収して湿

ってくるし，土壌の粒子のために取扱中に穴があいてよ

くない。それでいろいろ試拳られた結果，ポリエチレン

の防水布や, 0.1mm厚のビニール布が用いられて，非

常に満足すべき結果を得た。すなわち，これらは湿気を

吸収しないし，重さは軽く，強靭で，裂けたり，穴があ

いたりし難い。裂けたり，穴があいたりしても，簡単に

テープで補修できる。

現在実施している手順として，土壌をまずよく耕やし
でき得れば充分湿っていて, 50｡F以上の地温のときが

よい。苗床の耕転がすんだら，苗床の中心線に沿うて，

1吋厚で4～6吋の幅の板を立てて，これに13．5吋×

100吋の防水布をかぶせる。13.5吋というのは，通路が

2吋で幅4吋の苗床2本を覆うことのできる幅である。

それから，ガスの通る3本のプラスチック製のパイプを

15，50，85沢の点に，苗床の中心に届くまで押し入れ

る。パイプの入口は，覆いされる蛎菌から3沢外側にま

で延長しておく。これがすんだら防zI流の端を引張り，

テントのように中高に張って．端ぱ苗床の土で，4吋の

高さで10～12吋幅の土堤を築いて密閉する。密閉後，

パイプからメチルブロマイドを導き入れる。この際，作

業員はガスを不注意に放出した場合，危険のないように

プラスチックの鐵薗保護マスクを準備することが開要で

一一

（3項につづく）

合体として設立されたもので事務所ほ北海道庁林務部

内に霞く°その創立総会は同日北大農学部講堂に於て

本部より松川理事長並に松原専務理事が出席し，道内

会員約500名参集して盛大に挙行された。筒総会終了

後次の各氏による記念講演会が開催された。

東大，中村質太郎氏京大，佐藤弥太郎氏，九大，

井上由扶氏，北大，中島広吉氏

○北海道支部連合会役員

会長田中敏文，副会長南部一男，原田泰，理事

長小滝武夫，常務理事三宅重亮，宮脇恒，大島

小金吾，理事石川健康石田策郎，清水元，阿部

富士夫，櫛田徳一，松井善喜，監事松本政一，高

野光弥，三島慾

顧問加納秀雄，小川保男，栗野武雄，蒜行五，近

藤助，林常夫，山本茂郎，浜岡透，三浦建策，中島

広吉，佐藤義夫，大沢政之

刃

ザ

▲

筆者・林業試験場高知支場
●
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今日の林政問題
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32 8
150(会員135)16

検川信夫

日林協版

山林局・日林協編
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年
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樹木の寿命無限論及び
若返り法の原理と実際

A5判上製価300〒32円

懲騨鴎浅田農園
淺田善一著

目 次 （略）
第一編樹木の寿命無限論第二編樹木老衰の原理第三
編樹木若返り法増大，欝閉，嫌地三内因の対策技術，
若返り法の実際(1)林木②果樹(3)桑樹(4)茶樹(5)竹林
(6)多年生宿根草老樹名木の保護手ｽ法，附録アンリ，
ブアブル植物楽合体説

主なる主張（略）
(一）樹木は老幼多数個体の楽合体であり，寿命は無限

である。

(二）樹木生活力の強弱は年齢に関係なく樹冠面積と樹
体を稜との比率に支配される。

(三）樹木は するが故に老衰する。

議騨艫辮。鍔：燕
(六）樹木は増大，欝閉，胤馳の三内因を人工的に処理

することにより若返りは確実に可能である。

序 文（内容の一部）
(一）東京大学教授農学博士中村賢太郎

「剃諜技術者には，これらの纈生，とく腫再生による
若返りを忘れて，サシキをくりかえせば老衰してしまっ
て，造林の目的に適しないようになることを心配してい

る人があるが，同じ個体でさえ深く切りこめば篝返える
ほどでサシキのばあいには動物とはいちじるしくかわっ
た特性があらわれる。要するに樹木では老化及び寿命に
関して密の考察を必要とするゆえ，著者の所説ははな

はだ有益にして興朱あるものとして，赫業技術者に推賞
したい｡」

(二）林学博士鏑木徳二
「著者は多年本問題について汎く文献を究め，精級な

鍵裏及び尭淡に基づいて樹木の寿命無限説を考証し，こ
こに公刊されるに至ったことに対し，衷心から深く敬意
を表するものである。本説はただに生物学上の新説であ
るばかりでなく，オ棒及び林学上に幾多の貴重な示唆を
与えるものと信じ，敢て江湖に推奨するものである｡」
(三）東京大学助教授佐藤大七郎

「浅田さんの説のうちで，わたしがもっとも賛成して
いるのは樹木のトシを生産と消費の関係で考えるという
点です。植物の生活をその生産と消費の関係をとおして
考えることをはっきりととなえ，かつそれを実行したの
は私の知るかぎりでは，デンマークのBoysanjensenが

始めてのようで，彼はその考えかたにもとづいて実羨と
測定を行い，間伐についてもすく．れた考えかたをしめし
室した(StoffproduktionderPflanz"1932) ところ
がこれとはまったく独立に浅田さんが同じようなことを
考えておられたのです。わがくにでは浅田さんの説に対
してはくつにたいした反響はなかったようですが，
Boysenjensenの考えかたはヨーロッパでほかなり大き
な反響をもったようで，この考えかたにもとづいた研究
がいくつかおこなわれ童した｡」
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東京富士産業株式会社

東京都新宿区角筈2173(東富士ビル内）

電話・淀橋（37）4111～5．0711
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特 長●喰いつきよく、殺鼠効果は100％

●毒餌のつくり方はとても簡単
●わずかな費用で広範囲の駆除に紹好
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三共株式会社震薬部
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第66冊 小出 博著

治山 と 水害
曙ﾊｰｰｰｰ､林業技術叢書～～v､~一

第13鶴東大教授・農博中村賢太郎著
第67冊 小関隆識箸

現行林業法律解説
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垣 林学入門 （

興
林
こ
だ
ま
改
題
第
六
十
号
）

第68冊

巣ま

亀井健三著

き造林法(植林の手引）錯學鯛（会員55円）

､-へ~--へ-､就業普及シリーズ一

No.38 内田登一著

苗畑の害虫

価120円（会員110円）〒16円

No.40 加藤誠平著

運材用索道主索の設計と桧定
価100円（会員90円）〒8円

No.41 上田弘一郎著

竹林の仕立方
価90円（会員80円）〒8円

－ソウイエトの林拳術一

第69冊渡辺啓吾著

育 苗 図 説

第70冊太田嘉四夫著

野鼠の調査法
い表れも価40円〒8円
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	質疑応答

	針葉樹に寄生するハダニの種名について
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	日林協創立三十年史9

	ビーチクラフト機遭難六氏の合同葬儀

	質疑応答
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